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て
痛
感
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
あ
り

ま
す
。

　

人
口
減
少
、
少
子
高
齢
化
が
進

む
中
、
農
業
、
商
工
業
、
観
光
等

各
分
野
の
振
興
、
公
共
施
設
の
老

朽
化
対
策
、
子
ど
も
応
援
社
会
の

実
現
、
公
共
交
通
体
制
の
構
築
、

デ
ジ
タ
ル
社
会
へ
の
対
応
、
防
災･

減
災
機
能
の
強
化
、
福
祉
、
医
療

体
制
の
充
実
等
行
政
に
課
せ
ら
れ

た
課
題
は
山
積
し
て
お
り
ま
す
。

　

私
は
、「
小
さ
く
と
も
き
ら
り

と
輝
く
ま
ち
づ
く
り
」を
目
指
し
、

「
暮
ら
し
を
ま
も
る
」・「
未
来
へ

つ
な
げ
る
」・「
地
域
と
と
も
に
す

す
め
る
」・「
産
業･

人
を
さ
さ
え

る
」
た
め
、
私
の
お
約
束
し
た
16

の
政
策
を
、
町
民
お
一
人
お
一
人

の
大
切
な
声
を
聞
き
、
職
員
の
意

欲
と
更
な
る
や
る
気
の
喚
起
に
努

め
、
共
に
一
丸
と
な
っ
て
知
恵
と

力
を
結
集
し
、
そ
の
実
現
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
り
、
北

竜
町
の
可
能
性
を
引
き
出
し
次
世

代
へ
つ
な
ぐ
た
め
、
町
民
の
皆
さ

ん
、
議
員
各
位
の
特
段
な
る
ご
理

解
と
ご
協
力
を
賜
り
ま
す
よ
う
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
、
北
竜
町
は
開
町
１
３
２

年
目
を
迎
え
ま
す
。
先
人
た
ち
が

培
っ
た
こ
の
素
晴
ら
し
い
歴
史
と

文
化
を
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
と
も

に
更
に
後
世
へ
伝
承
し
て
参
り
た

◎
は
じ
め
に

　

令
和
６
年
第
２
回
町
議
会
定
例

会
に
あ
た
り
、
町
行
政
執
行
方
針

を
申
し
上
げ
、
令
和
６
年
度
の
主

要
施
策
に
係
る
補
正
予
算
案
を
提

案
し
、
議
会
の
ご
審
議
を
お
願
い

す
る
と
と
も
に
、
本
定
例
会
の
開

会
に
あ
た
り
、
町
議
会
定
例
会
招

集
に
関
す
る
規
則
に
基
づ
き
、
６

月
定
例
会
を
繰
り
上
げ
て
招
集
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
ご
理
解
を
賜

り
た
い
と
存
じ
ま
す
。

　

私
は
、
先
の
町
長
選
挙
に
お
き

ま
し
て
、
町
民
の
皆
様
を
は
じ
め

多
く
の
方
々
よ
り
、
力
強
い
ご
支

援
と
心
温
ま
る
ご
厚
情
を
賜
り
当

選
の
栄
に
浴
さ
せ
て
頂
き
、
新
た

に
町
政
を
お
預
か
り
す
る
こ
と
と

な
り
ま
し
た
。

　

今
そ
の
職
責
の
重
大
さ
を
改
め

い
と
存
じ
ま
す
。

　

さ
て
、国
内
に
お
き
ま
し
て
は
、

今
年
１
月
１
日
に
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー

ド
７
・
６
、
最
大
震
度
７
の
能
登

半
島
地
震
が
発
生
し
、
多
く
の
尊

い
命
が
奪
わ
れ
ま
し
た
。

　

改
め
て
、
お
亡
く
な
り
に
な
ら

れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
い

た
し
ま
す
と
共
に
、
被
害
に
遭
わ

れ
た
方
々
に
衷
心
よ
り
お
見
舞
い

申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
一
刻
も

早
い
復
旧
、
復
興
を
願
う
と
こ
ろ

で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
震
災
で
自
然
の
猛
威
を

目
の
当
た
り
に
し
、
改
め
て
日
頃
か

ら
の
災
害
に
対
す
る
備
え
の
重
要

性
を
感
じ
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

 

本
町
で
は
行
政
の
ス
リ
ム
化
、

効
率
化
を
更
に
徹
底
し
な
が
ら
財

源
の
確
保
に
努
め
、
限
ら
れ
た
予

算
の
中
で
町
民
の
負
託
に
応
え
最

大
限
の
効
果
が
得
ら
れ
る
よ
う
努

力
致
し
て
参
り
ま
す
。
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◎
防
犯
・
交
通
安
全
対
策

に
つ
い
て

　

依
然
と
し
て
、
毎
日
の
よ
う
に

特
殊
詐
欺
被
害
が
報
道
さ
れ
て

い
る
中
、「
詐
欺
被
害
防
止
機
器

購
入
助
成
事
業
」
を
継
続
し
て
実

施
す
る
と
と
も
に
、
町
内
に
設
置

さ
れ
て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ
の
適

正
な
管
理
を
通
し
て
、
よ
り
安

全
・
安
心
な
生
活
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

交
通
安
全
対
策
に
つ
い
て
は
、

悲
惨
な
事
故
防
止
に
向
け
、
関
係

機
関
、
組
織
及
び
町
民
総
ぐ
る
み

に
よ
る
交
通
安
全
運
動
を
推
進
し

ま
す
。

　

ま
た
、「
北
竜
町
高
齢
者
運
転

免
許
証
自
主
返
納
サ
ポ
ー
ト
事

業
」
に
よ
り
、
町
よ
り
交
付
し
て

お
り
ま
す
タ
ク
シ
ー
チ
ケ
ッ
ト
の

有
効
期
限
を
こ
れ
ま
で
の
３
年
か

ら
10
年
に
延
長
、
利
用
促
進
に
向

け
送
迎
体
制
を
整
え
る
な
ど
、
普

及
啓
発
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
本
年
条
例
制
定
い
た
し
ま

し
た
「
北
竜
町
犯
罪
被
害
者
等
支

援
条
例
」
は
、
犯
罪
被
害
者
と
な

ら
れ
た
方
々
へ
の
支
援
と
犯
罪
防

止
を
目
的
と
し
て
お
り
、
町
内
各

団
体
に
も
本
条
例
の
周
知
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

新
た
な
防
災
備
蓄
倉
庫
の
建
設
を

行
い
ま
す
。
併
せ
て
、
防
災
備
蓄

品
等
の
購
入
も
計
画
的
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

消
防
体
制
に
つ
い
て
は
、
１
市

４
町
に
よ
る
深
川
地
区
消
防
組
合

の
連
携
強
化
と
効
率
的
な
運
営
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
深
川
地
区
消
防
組

合
本
部
へ
の
消
防
無
線
の
一
元
化

や
、
第
１
分
団
ポ
ン
プ
車
の
更
新

に
よ
り
災
害
対
応
に
努
め
て
参
り

ま
す
と
と
も
に
、
若
手
団
員
の
大

型
免
許
取
得
助
成
事
業
に
つ
い
て

も
継
続
し
、
地
域
の
安
心
と
安
全

を
守
る
団
員
の
育
成
・
確
保
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

計
）
と
企
業
会
計
（
２
会
計
）
を

加
え
た
補
正
予
算
の
総
額
は
、

９
億
２
，
８
７
２
万
円
で
、
補

正
後
の
予
算
総
額
は
57
億
４
，

５
２
９
万
円
と
な
り
、
対
前
年
度

比
４
億
２
８
３
万
円
（
７
・
５
％
）

の
増
と
な
っ
て
お
り
ま
す
。

◎
特
別
職
の
給
与
の
独
自

削
減
に
つ
い
て

　

行
財
政
改
革
の
一
環
と
し
て
、

引
き
続
き
、
特
別
職
の
給
与
に
つ

い
て
「
町
長
５
％
・
副
町
長
４
％
・

教
育
長
３
％
」
の
削
減
を
実
施
い

た
し
ま
す
。

◎
防
災
・
消
防
対
策
に
つ

い
て

　

地
域
の
防
災
力
を
向
上
し
て
い

く
上
で
、
自
助
・
共
助
・
公
助
の

取
組
が
大
切
で
あ
り
、
地
域
住
民

が
核
と
な
っ
た
、
自
主
防
災
組
織

の
設
置
に
向
け
、
防
災
教
育
・
情

報
提
供
を
推
進
い
た
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
昨
年
度
改
訂
し
た
地

域
防
災
計
画
並
び
に
ハ
ザ
ー
ド
マ

ッ
プ
を
基
に
地
域
防
災
力
の
向
上

の
た
め
、
防
災
避
難
訓
練
を
実
施

致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
災
害
発
生
時
の
防
災
資

機
材
や
備
蓄
品
の
保
管
の
た
め
の

◎
令
和
６
年
度
各
会
計
予

算
に
つ
い
て

　

令
和
６
年
度
の
各
会
計
予
算
に

つ
き
ま
し
て
は
、
２
月
の
町
長
選

挙
執
行
に
伴
い
、
当
初
予
算
を
継

続
事
業
や
経
常
的
経
費
を
中
心
と

し
た
「
骨
格
予
算
」
と
し
て
編
成

し
た
こ
と
か
ら
、
今
回
、
４
月
補

正
予
算
に
お
い
て
、
新
規
事
業
や

政
策
的
経
費
な
ど
を
中
心
と
し

た
、
い
わ
ゆ
る
「
肉
付
け
予
算
」

と
し
て
編
成
し
て
お
り
ま
す
。

　

予
算
編
成
に
お
き
ま
し
て
は
、

「
北
竜
町
総
合
計
画
並
び
に
実
施

計
画
の
効
果
的
な
推
進
と
持
続
可

能
な
行
財
政
基
盤
の
構
築
の
両

立
」
を
掲
げ
、
総
合
計
画
に
掲
げ

る
「
６
つ
の
基
本
目
標
」
の
実
現

に
向
け
て
、
施
策
・
事
業
の
重
点

化
を
進
め
る
と
と
も
に
、
限
ら
れ

た
財
源
の
重
点
的
・
効
率
的
配
分

に
努
め
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
各
会
計
の
予
算

規
模
に
つ
き
ま
し
て
は
、
一
般

会
計
に
お
い
て
、
補
正
予
算
額

が 

７
億
２
，４
０
０
万
円
で
、
当

初
予
算
額
と
合
わ
せ
た
補
正
後
の

予
算
額
は
40
億
７
，
４
０
０
万
円

と
な
り
、
対
前
年
度
比
３
億
７
，

４
０
０
万
円
（
10
・
１
％
）
の

増
、
ま
た
、
特
別
会
計
（
５
会

◎
職
員
の
資
質
向
上
に
つ

い
て

　

多
様
化
す
る
住
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
た
め
に
は
、
職
員
の
資
質
向

上
は
必
須
で
あ
り
、
個
々
の
ス
キ
ル

ア
ッ
プ
の
た
め
の
各
種
研
修
会
へ

の
参
加
や
町
施
策
に
対
す
る
職
員

間
の
共
通
認
識
の
構
築
に
努
め
る

と
共
に
、
職
員
の
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル

ス
を
大
切
に
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

◎
地
域
公
共
交
通
の
整
備

に
つ
い
て

　

地
域
公
共
交
通
と
し
て
、
乗
り

合
い
タ
ク
シ
ー
及
び
住
民
混
乗
方

式
に
よ
る
ス
ク
ー
ル
バ
ス
の
運
行

を
行
い
、
町
民
の
移
動
手
段
の
確

保
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
中
央
バ
ス
の
廃
線
に
伴

い
ま
す
滝
川
市
、
深
川
市
へ
の
交
通

ア
ク
セ
ス
の
確
保
の
た
め
に
、
町

営
バ
ス
「
北
竜
妹
背
牛
線
」
の
運
行

を
行
う
と
共
に
、
高
齢
者
が
通
院
、

買
い
物
な
ど
の
た
め
に
滝
川
市
、

深
川
市
等
へ
向
か
う
際
の
タ
ク
シ

ー
利
用
助
成
を
実
施
い
た
し
ま
す
。

　

ま
た
、
将
来
を
見
据
え
た
地
域

公
共
交
通
体
制
確
立
に
向
け
た
計

画
の
改
定
と
と
も
に
交
通
手
段
の

確
保
の
た
め
の
新
規
車
両
購
入
も

行
い
ま
す
。

令和６年度行政執行方針
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◎
地
域
お
こ
し
協
力
隊
、
集

落
支
援
員
の
充
実
に
つ
い
て

　

町
内
に
お
け
る
人
材
不
足
に

対
応
す
る
た
め
、
各
分
野
に
お
き

ま
し
て
、
地
域
お
こ
し
協
力
隊

員
、
集
落
支
援
員
の
更
な
る
募
集

を
行
い
、
様
々
な
ア
イ
デ
ィ
ア
を

頂
き
地
域
活
性
化
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
度
よ
り
受
け
入
れ

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
策
定
を
行
い
、
３

ヶ
月
未
満
の
短
期
受
け
入
れ
を
行

う
「
地
域
お
こ
し
協
力
隊
イ
ン
タ

ー
ン
事
業
」
を
実
施
し
、
引
き
続

き
本
町
で
ご
活
躍
い
た
だ
け
る
よ

う
努
め
ま
す
。

◎
北
竜
町
の
魅
力
発
信
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て

　

現
在
、
町
の
町
勢
要
覧
と
し
て

使
用
し
て
お
り
ま
す
「
プ
チ
Ｊ
Ｐ

０
１
」
の
全
面
改
定
を
行
う
と
共

に
、
来
年
度
実
施
予
定
の
「
北
竜

町
の
魅
力
発
信
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

に
向
け
て
町
内
資
源
の
掘
り
起
こ

し
、
情
報
発
信
方
法
の
検
討
を
行

い
ま
す
。

◎
株
式
会
社
北
竜
振
興
公

社
に
つ
い
て

　

サ
ン
フ
ラ
ワ
ー
パ
ー
ク
北
竜
温

◎
ふ
る
さ
と
納
税
に
つ
い
て

　

全
国
か
ら
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま

す
ふ
る
さ
と
納
税
は
、
本
年
度
、
観

光
産
業
、
教
育
子
育
て
、
医
療
福
祉

の
各
分
野
、
56
事
業
に
使
用
さ
せ
て

い
た
だ
く
予
定
と
し
て
お
り
ま
す
。

　

本
年
は
納
税
サ
イ
ト
を
追
加

し
、「
ひ
ま
わ
り
ラ
イ
ス
」
を
は

じ
め
と
し
て
、「
ひ
ま
わ
り
油
」、

「
黒
千
石
大
豆
」
等
、
町
特
産
品

を
取
り
そ
ろ
え
、
よ
り
多
く
の
ご

寄
附
が
寄
せ
ら
れ
る
よ
う
に
取
り

組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
多
く
の
寄
付
者
情
報
を

活
用
し
、
メ
ー
ル
マ
ガ
ジ
ン
に
よ

り
特
産
品
や
イ
ベ
ン
ト
・
移
住
定

住
の
情
報
発
信
を
行
い
、
関
係
人

口
の
増
加
に
取
り
組
む
と
共
に
、

ふ
る
さ
と
納
税
の
リ
ピ
ー
タ
ー
の

確
保
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
自
治
体
Ｄ
Ｘ
推
進
事
業

に
つ
い
て

　

国
の
デ
ジ
タ
ル
社
会
形
成
基

本
法
に
基
づ
き
、
本
町
に
お
き
ま

し
て
も
引
き
続
き
、
自
治
体
Ｄ
Ｘ

の
推
進
及
び
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
普
及
促
進
、
行
政
手
続
き

の
簡
素
化
の
た
め
の
押
印
廃
止

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

◎
移
住
定
住
対
策
に
つ
い
て

　

定
住
促
進
住
宅
の
活
用
促
進
を

図
り
、
新
規
就
農
者
、
農
業
体
験

者
、
お
試
し
移
住
の
受
入
れ
を
積

極
的
に
行
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
各
種
定
住
促
進
施
策
も

引
き
続
き
実
施
し
、
都
市
部
で
の

移
住
イ
ベ
ン
ト
へ
積
極
的
に
参
加

し
、
本
町
の
魅
力
発
信
に
取
り
組

ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
年
度
よ
り
空
き
家
と
な
っ
た

居
宅
の
解
体
助
成
と
し
て
、
住
宅

等
除
却
費
助
成
事
業
を
実
施
い
た

し
ま
す
。

　

空
き
家
、
空
き
地
情
報
に
つ
い

て
も
収
集
に
努
め
、
移
住
定
住
者

向
け
に
有
効
活
用
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

◎
地
方
創
生
推
進
事
業
に

つ
い
て

　

本
年
で
３
年
目
を
迎
え
ま
す
地

方
創
生
推
進
交
付
金
事
業
、｢

未

来
に
咲
き
ほ
こ
る｢

北
竜
ひ
ま
わ

り
商
社｣

（
仮
称
）
構
築
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト｣

事
業
は
、｢
農
業
等
の
担

い
手
確
保｣

、｢

新
た
な
産
業
創
出

｣

、｢

就
労
・
活
躍
の
場
の
確
保｣
、

｢

稼
げ
る
観
光
へ
の
転
換｣

、｢

若

者
の
流
出
抑
制｣

、｢

デ
ジ
タ
ル
社

会
の
形
成
×
高
齢
化
社
会
へ
の
対

応｣

、｢

事
業
推
進
体
制
の
構
築｣

、

｢

来
訪
者
の
消
費
拡
大｣

、｢

既
存

資
源
の
強
化｣

、｢

誘
客
の
拡
大｣

の
推
進
に
向
け
た
協
議
検
討
を
行

い
ま
す
。

◎
地
域
脱
炭
素
化
推
進
事

業
に
つ
い
て

　

国
の
２
０
５
０
年
ま
で
の
脱
炭

素
社
会
を
見
据
え
た
二
酸
化
炭
素

排
出
ゼ
ロ
の
方
針
に
基
づ
き
、
本
町

に
お
き
ま
し
て
も
一
昨
年
ゼ
ロ
カ

ー
ボ
ン
シ
テ
ィ
宣
言
を
行
い
、
昨

年
度
策
定
し
た
地
球
温
暖
化
対
策

実
行
計
画
を
実
行
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
、
公
用
車
を
電
動
自

動
車
に
買
換
え
、
個
人
住
宅
へ
の

ソ
ー
ラ
ー
パ
ネ
ル
、
蓄
電
池
設
置

助
成
を
実
施
致
し
ま
す
。

泉
並
び
に
農
畜
産
物
直
売
所
み
の

り
っ
ち
北
竜
の
指
定
管
理
業
務
及

び
商
業
活
性
化
施
設
コ
コ
ワ
の
管

理
運
営
に
加
え
、
昨
年
よ
り
ス
ク

ー
ル
バ
ス
運
行
の
受
託
を
行
い
、

町
の
農
業
・
商
業
の
振
興
、
観
光

振
興
、
町
民
の
健
康
増
進
、
更
に

は
雇
用
の
場
と
し
て
町
の
地
域
振

興
に
大
き
な
役
割
を
果
た
し
て
い

ま
す
。

　

依
然
と
し
て
厳
し
い
経
営
状
況

に
は
あ
り
ま
す
が
、
商
品
開
発
、

営
業
の
強
化
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
的

改
善
、
経
費
節
減
策
を
進
め
、
利

潤
・
利
益
追
求
の
職
員
教
育
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

本
年
度
も
町
並
び
に
公
社
役
職

員
一
丸
と
な
っ
て
努
力
し
て
参
り

ま
す
の
で
、
ご
理
解
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　

◎
戸
籍
・
年
金
・
マ
イ
ナ

ン
バ
ー
事
務
に
つ
い
て

　

戸
籍
・
年
金
事
務
に
つ
き
ま
し

て
は
、
個
人
情
報
に
係
わ
る
事
務

で
あ
り
ま
す
の
で
、
プ
ラ
イ
バ
シ

ー
の
保
護
に
留
意
し
、
法
務
局
や

年
金
機
構
、内
閣
府
と
も
連
携
し
、

国
の
動
静
を
注
視
し
な
が
ら
相
談

業
務
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

令和６年度行政執行方針



55 令和６年５月号令和６年５月号

正
な
診
療
施
設
の
管
理
運
営
に
努

め
て
参
り
ま
す
と
と
も
に
、
旭
川

市
と
そ
の
近
郊
の
病
院
か
ら
、
医

療
情
報
の
や
り
と
り
が
出
来
る

「
た
い
せ
つ
安
心
医
療
ネ
ッ
ト
」

の
活
用
を
、
引
き
続
き
進
め
て
参

り
ま
す
。

　

町
立
歯
科
診
療
所
に
お
い
て

は
、
運
営
費
用
の
助
成
を
通
し
て

支
援
を
実
施
し
、
医
療
機
会
の
確

保
に
努
め
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ

ー
ド
の
健
康
保
険
証
利
用
の
促
進

を
は
か
り
ま
す
。

◎
国
民
健
康
保
険
事
業
に

つ
い
て

　

保
険
者
が
北
海
道
に
移
行
さ

れ
ま
し
た
が
、
国
民
健
康
保
険
事

業
は
、
町
民
の
健
康
と
生
活
を
支

策
定
し
ま
す
。

　

ま
た
、
通
年
入
所
児
童
の
基
本

保
育
料
の
全
額
減
免
や
、
高
校
生

ま
で
の
子
ど
も
の
医
療
費
の
無
償

化
に
つ
い
て
も
、
引
き
続
き
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、
令
和
４
年
度
に
創

設
さ
れ
た
「
出
産
・
子
育
て
応
援

交
付
金
」
に
よ
り
妊
娠
時
か
ら
出

産
、
子
育
て
に
対
す
る
支
援
を
実

施
す
る
と
と
も
に
、
従
来
実
施
し

て
お
り
ま
す
養
育
支
援
等
、
各
種

子
育
て
支
援
制
度
の
実
施
を
通
し

て
、
少
子
化
対
策
の
推
進
に
努
め

ま
す
。

　

保
育
園
及
び
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
は
、
社
会

福
祉
協
議
会
に
指
定
管
理
委
託
を

行
い
、効
率
的
な
運
営
に
努
め
ま
す
。

　

チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
等
の
貸
出

に
つ
き
ま
し
て
も
引
き
続
き
対
応

し
て
参
り
ま
す
。

◎
医
療
対
策
に
つ
い
て

　

本
町
の
医
療
機
関
で
あ
る
町
立

診
療
所
及
び
町
立
歯
科
診
療
所
に

つ
い
て
、
地
域
に
密
着
し
た
第
1

次
保
健
医
療
機
関
と
し
て
、
町
民

の
健
康
を
守
る
地
域
医
療
の
充
実

に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

町
立
診
療
所
に
お
い
て
は
、
適

◎
障
が
い
者
支
援
対
策
に

つ
い
て

　

「
障
が
い
者
総
合
支
援
法
」
に

基
づ
き
、
身
体
・
精
神
・
知
的
そ

れ
ぞ
れ
の
障
が
い
者
手
帳
を
保

有
さ
れ
て
い
る
方
が
、
よ
り
よ
い

生
活
を
送
る
こ
と
が
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
医
療
機
関
等
関
係

機
関
と
連
携
し
、
必
要
に
応
じ
た

自
立
支
援
給
付
及
び
自
立
支
援

医
療
の
サ
ー
ビ
ス
提
供
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
令
和
５
年
度
に
設
置
さ

れ
た
、
北
空
知
成
年
後
見
相
談
セ

ン
タ
ー
の
運
営
に
つ
い
て
、
引
き

続
き
北
空
知
１
市
４
町
で
取
り
組

む
と
と
も
に
、
町
民
に
対
す
る
成

年
後
見
制
度
の
普
及
啓
発
に
つ
い

て
努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
子
育
て
支
援
対
策
に
つ

い
て

　

現
在
の
「
子
ど
も
・
子
育
て
支

援
事
業
計
画
」
が
令
和
６
年
度
で

終
了
す
る
こ
と
に
伴
い
、
次
期
計

画
の
策
定
を
行
い
ま
す
。
計
画
期

間
中
の
子
育
て
支
援
に
関
す
る
ニ

ー
ズ
調
査
の
実
施
や
、
よ
り
実
効

性
の
あ
る
計
画
と
す
る
よ
う
保
護

者
や
関
係
者
、
教
育
委
員
会
等
と

十
分
協
議
を
行
い
な
が
ら
計
画
を

◎
廃
棄
物
処
理
等
環
境
衛

生
対
策
に
つ
い
て

　

今
年
度
も
引
き
続
き
不
正
な
ご

み
出
し
、
不
法
投
棄
等
、
法
令
遵

守
の
啓
発
を
行
い
、
生
活
環
境
の

向
上
を
図
り
、
ご
み
分
別
の
周
知

と
啓
蒙
及
び
減
量
化
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

◎
高
齢
者
支
援
対
策
に
つ

い
て

　

高
齢
化
の
進
行
に
よ
り
、
一
人

暮
ら
し
の
高
齢
者
の
方
が
増
加
し

て
い
ま
す
が
、
い
つ
ま
で
も
健
康

で
安
心
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
、

社
会
福
祉
協
議
会
に
委
託
し
て
お

り
ま
す
在
宅
福
祉
事
業
を
継
続
し

て
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
福
祉
除
雪
サ
ー
ビ
ス
等

制
度
の
周
知
を
行
い
、
広
く
利
用

い
た
だ
け
る
よ
う
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

　

更
に
、
地
域
の
皆
様
の
協
力
を

頂
い
て
運
営
し
て
お
り
ま
す
和
地

区
、
碧
水
地
区
の
「
地
域
支
え
合

い
セ
ン
タ
ー
」に
つ
き
ま
し
て
も
、

更
な
る
ご
利
用
を
頂
け
る
よ
う
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

え
る
大
切
な
制
度
で
あ
り
ま
す
。

制
度
の
周
知
を
図
り
、
医
療
費
通

知
の
実
施
、
ジ
ェ
ネ
リ
ッ
ク
医
薬

品
の
利
用
促
進
、
特
定
健
診
未
受

診
者
対
策
、
ま
た
新
た
に
若
年
国

保
加
入
者
に
対
す
る
健
診
を
実

施
し
、
医
療
費
の
抑
制
に
努
め
安

定
的
な
運
営
に
取
り
組
ん
で
参

り
ま
す
。

◎
介
護
保
険
事
業
に
つ
い
て

　

本
年
は
「
第
９
期
北
竜
町
介
護

保
険
事
業
計
画
」
の
初
年
度
と
な

り
ま
す
が
、
高
齢
化
の
進
行
に
伴

い
、
要
介
護
認
定
を
受
け
て
介
護

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
さ
れ
る
方
が
増

加
し
て
お
り
、
介
護
保
険
特
別
会

計
も
逼
迫
し
て
い
る
状
況
で
あ
り

ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
で
も
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
暮
ら
す
こ

と
が
出
来
る
よ
う
、
医
療
、
介
護
、

予
防
、
住
ま
い
、
生
活
支
援
が
一

体
的
に
提
供
さ
れ
る
地
域
包
括
ケ

ア
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

◎
介
護
予
防
対
策
に
つ
い
て

　

高
齢
に
な
っ
て
も
元
気
に
暮
ら

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
「
元
気

も
り
も
り
運
動
教
室
」「
コ
ス
モ

ス
ク
ラ
ブ
」
を
は
じ
め
と
す
る
介
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さ
ら
に
、
介
護
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

招
致
事
業
委
託
料
も
引
き
続
き
計

上
し
、
ご
入
所
者
様
及
び
ご
家
族

に
と
っ
て
魅
力
あ
る
施
設
を
目
指

し
、
職
員
の
資
質
向
上
、
意
識
改

善
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
今
年
度

は
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
持
つ
知
見
を

地
域
に
も
広
く
発
信
す
る
機
会
を

持
ち
た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

開
設
よ
り
使
用
し
て
お
り
耐
用

年
数
の
大
幅
な
超
過
に
よ
り
不
具

合
が
多
く
、
昨
年
度
よ
り
道
補
助

金
を
活
用
し
更
新
を
進
め
て
お
り

ま
す
入
居
者
ベ
ッ
ド
に
つ
い
て
、

今
年
度
も
継
続
し
て
更
新
の
予
算

を
計
上
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

ま
た
、
現
在
多
大
な
時
間
を
要

す
る
介
護
職
員
の
勤
務
シ
フ
ト

作
成
に
つ
い
て
、
効
率
的
な
事
務

運
営
を
図
る
た
め
、
シ
フ
ト
作
成

支
援
シ
ス
テ
ム
利
用
料
の
予
算

を
新
た
に
計
上
さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

　

施
設
の
老
朽
化
に
よ
り
内
部
い

た
る
と
こ
ろ
に
不
具
合
が
生
じ
て

い
る
状
況
で
は
あ
り
ま
す
が
、
将

来
の
大
規
模
改
修
を
見
込
み
、
ご

入
所
者
様
の
日
常
生
活
に
関
わ
る

部
分
を
優
先
的
に
、
今
年
度
は
浴

室
換
気
扇
外
必
要
な
箇
所
に
つ
い

業
が
開
始
で
き
る
よ
う
、
令
和
6

年
度
中
に
計
画
の
策
定
や
、
事
業

実
施
体
制
等
必
要
な
準
備
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

◎
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム

北
竜
町
永
楽
園
の
運
営
に

つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

が
５
類
に
移
行
し
、
今
ま
で
特
養

入
所
、
短
期
入
所
、
地
域
密
着
型

通
所
介
護
の
各
サ
ー
ビ
ス
に
お
い

て
、
感
染
症
予
防
・
拡
大
予
防
の

た
め
サ
ー
ビ
ス
内
容
を
縮
小
し
て

き
ま
し
た
が
、
そ
の
影
響
に
よ
り

経
営
悪
化
を
招
き
、
こ
こ
数
年
一

般
会
計
よ
り
１
億
円
を
超
え
る
繰

入
を
行
い
な
が
ら
、
厳
し
い
運
営

を
し
て
参
り
ま
し
た
。

　

令
和
４
年
度
よ
り
経
営
改
善

支
援
業
務
委
託
料
を
計
上
し
、
現

状
分
析
及
び
経
営
改
善
に
向
け

た
対
応
、
並
び
に
健
全
な
経
営
に

向
け
た
将
来
の
施
設
経
営
の
在

り
方
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て

参
り
ま
し
た
。
３
年
目
に
な
る
今

年
度
は
、
関
係
機
関
を
含
め
十
分

な
検
討
を
行
い
、
今
ま
で
の
検
討

内
容
を
踏
ま
え
一
定
の
方
向
性

に
つ
い
て
結
論
を
導
き
出
し
た

い
と
考
え
ま
す
。

診
率
の
向
上
と
生
活
習
慣
病
等

の
早
期
発
見
並
び
に
健
康
増
進

に
努
め
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
子
育
て
世
代
包
括
支

援
セ
ン
タ
ー
事
業
と
し
て
子
ど
も

に
係
わ
る
関
係
者
が
連
携
し
、
妊

娠
期
か
ら
切
れ
目
の
な
い
支
援
を

行
い
、
子
育
て
不
安
を
抱
え
る
親

子
の
育
児
能
力
の
向
上
や
虐
待
予

防
の
支
援
を
進
め
て
参
り
ま
す
。

◎
重
層
的
支
援
体
制
整
備

事
業
に
つ
い
て

　

「
重
層
的
支
援
体
制
整
備
事

業
」
は
、
既
存
の
介
護
、
障
が
い
、

子
ど
も
、
生
活
困
窮
の
相
談
支
援

等
の
取
組
を
活
か
し
つ
つ
、
町
民

の
複
雑
化
・
多
様
化
し
た
支
援
ニ

ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
、
そ
れ
ぞ

れ
の
役
割
を
超
え
て
「
チ
ー
ム
ア

プ
ロ
ー
チ
」
が
実
現
さ
れ
る
必
要

が
あ
り
、
か
つ
、
相
談
支
援
、
参

加
支
援
、
地
域
づ
く
り
に
向
け
た

支
援
を
一
体
的
に
実
施
す
る
も

の
で
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
地
域
福
祉

実
践
計
画
の
目
標
で
あ
る
「
共
に

支
え
合
い
、
安
心
で
安
全
な
福
祉

の
地
域
づ
く
り
」
を
目
指
し
て
い

く
上
で
も
必
要
な
取
組
で
あ
る
と

位
置
づ
け
、
令
和
７
年
度
か
ら
事

護
予
防
・
日
常
生
活
支
援
総
合
事

業
並
び
に
、
高
齢
者
の
保
健
事
業

と
介
護
予
防
の
一
体
的
事
業
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
高
齢
者
の
方
々
の
交
流

の
場
と
し
て
商
業
活
性
化
施
設
コ

コ
ワ
並
び
に
碧
水
地
域
支
え
合
い

セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ
る
「
あ
さ

が
お
く
ら
ぶ
」
の
周
知
に
努
め
、

閉
じ
こ
も
り
予
防
や
介
護
予
防
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
認
知
症
対
策
に
つ
い
て

　

認
知
症
が
あ
る
方
や
そ
の
家

族
、
地
域
住
民
が
気
軽
に
集
う
こ

と
が
で
き
る「
オ
レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」

を
商
業
活
性
化
施
設
コ
コ
ワ
並
び

に
碧
水
地
域
支
え
合
い
セ
ン
タ
ー

で
開
催
し
ま
す
。

　

認
知
症
地
域
支
援
推
進
員
を
配

置
し
、
認
知
症
が
あ
っ
て
も
地
域

と
つ
な
が
り
、
助
け
合
い
な
が
ら

暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

◎
健
康
づ
く
り
対
策
に
つ

い
て

　

各
種
検
診
に
対
す
る
助
成
や

健
康
教
育
を
行
い
、
ま
た
、
新
た

に
20
～
30
代
の
若
年
者
を
対
象

と
し
た
健
診
を
開
始
し
、
検
診
受

て
修
繕
対
応
を
し
て
参
り
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ら
な
る
安
心
安
全
な
サ

ー
ビ
ス
提
供
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

◎
農
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
禍
以

降
、
下
落
基
調
が
続
い
て
き
た
コ

メ
価
格
の
回
復
の
兆
し
が
見
え

て
き
て
お
り
ま
す
が
、
不
安
定
な

国
際
情
勢
を
要
因
と
す
る
肥
料
・

飼
料
・
燃
油
を
中
心
と
し
た
生
産

資
材
高
騰
の
高
止
ま
り
な
ど
に

よ
り
、
生
産
者
の
経
営
状
況
は
依

然
厳
し
く
、
地
域
の
基
幹
産
業
を

発
展
的
に
維
持
し
て
い
く
た
め

に
必
要
な
対
策
を
見
極
め
、
国
の

事
業
な
ど
を
活
用
し
な
が
ら
引

き
続
き
必
要
な
施
策
を
実
施
し

て
参
り
ま
す
。

　

国
に
お
い
て
水
田
活
用
直
接
支
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基
盤
整
備
事
業
へ
の
取
組
に
つ
い

て
検
討
し
て
参
り
ま
す
。

　
◎
農
地
流
動
化
対
策
に
つ

い
て

　

農
地
の
有
効
利
用
や
農
業
経
営

の
効
率
化
を
図
る
た
め
、
担
い
手

へ
の
農
地
の
集
積
・
集
約
化
に
努

め
ま
す
。

　

北
海
道
農
業
公
社
等
の
関
係
機

関
と
連
携
し
、
農
地
保
有
合
理
化

事
業
や
機
構
集
積
協
力
金
、
法
定

化
さ
れ
た
人
・
農
地
プ
ラ
ン
で
あ

る
地
域
計
画
の
策
定
に
よ
り
、
農

地
中
間
管
理
機
構
な
ど
の
制
度
も

活
用
し
農
地
利
用
の
再
編
を
進
め

て
参
り
ま
す
。

◎
ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
育
成

基
金
に
つ
い
て

　

「
ひ
ま
わ
り
バ
ン
ク
基
金
」
に

つ
い
て
は
、
本
町
の
担
い
手
育
成

事
業
へ
重
要
な
施
策
と
し
て
位
置

づ
け
、
町
と
農
業
者
で
事
業
費
を

負
担
し
実
施
し
て
い
る
こ
と
か
ら

も
本
町
農
業
の
健
全
な
発
展
に
資

す
る
取
組
と
な
る
よ
う
ひ
ま
わ
り

バ
ン
ク
幹
事
会
や
運
用
委
員
会
で

協
議
し
て
参
り
ま
す
。

◎
農
産
物
加
工
実
習
セ
ン

タ
ー
「
パ
ル
ム
」
に
つ
い
て

　

年
月
の
経
過
と
と
も
に
、
施
設

及
び
備
品
の
老
朽
化
が
目
立
っ
て

き
て
お
り
ま
す
が
適
切
な
メ
ン
テ

ナ
ン
ス
や
計
画
的
な
更
新
を
実
施

し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
電
動
製
の
設
備
及
び
器

具
類
が
増
え
た
こ
と
に
よ
り
、
令

和
６
年
度
よ
り
備
品
使
用
料
に

つ
い
て
設
定
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

今
後
と
も
利
用
者
の
皆
様
に
愛

さ
れ
、
地
域
活
性
化
に
一
翼
を
担

う
よ
う
施
設
の
充
実
に
努
め
て
参

り
ま
す
。

◎
農
業
生
産
基
盤
整
備
に

つ
い
て

　

農
業
生
産
基
盤
の
整
備
に
つ
い

て
は
、
道
営
農
地
整
備
事
業
の
推

進
に
よ
り
、
生
産
条
件
の
改
善
と

担
い
手
へ
の
農
地
の
集
積
を
図
る

ほ
か
、
関
連
す
る
農
道
、
排
水
路

な
ど
の
適
切
な
維
持
管
理
や
整
備

に
努
め
る
と
と
も
に
、
農
業
水
利

施
設
の
改
修
お
よ
び
保
全
事
業
に

よ
り
農
業
経
営
基
盤
の
強
化
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
ス
マ
ー
ト
農
業
に
つ
い

て
は
、
関
係
機
関
と
と
も
に
農
業

の
各
種
施
策
を
計
画
的
に
実
施
す

る
た
め
に
定
め
ら
れ
た
北
竜
町
農

業
振
興
地
域
整
備
計
画
で
あ
り
ま

す
が
、
更
新
時
期
と
な
っ
て
き
て

お
り
ま
す
こ
と
か
ら
全
体
計
画
の

見
直
し
を
行
い
ま
す
。

◎
農
畜
産
物
直
売
所
「
み
の

り
っ
ち
北
竜
」
に
つ
い
て　

　

「
み
の
り
っ
ち
北
竜
」
は
、
今

年
で
開
業
13
年
目
を
迎
え
る
こ
と

と
な
り
ま
し
た
。
生
産
者
が
心
を

込
め
て
作
っ
た
新
鮮
な
特
産
品
や

加
工
品
を
町
内
外
の
お
客
様
に
提

供
す
る
こ
と
に
よ
り
、
安
心
・
安

全
で
美
味
し
い「
北
竜
ブ
ラ
ン
ド
」

の
構
築
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
運
営
体
制
に
つ
い
て
生

産
者
協
議
会
の
積
極
的
な
関
与
に

つ
い
て
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

払
交
付
金
の
ル
ー
ル
化
に
よ
り
、

水
田
の
畑
地
化
が
推
進
さ
れ
て
お

り
ま
す
。
交
付
金
の
対
象
農
地
が

す
で
に
畑
作
物
を
作
付
け
す
る
土

地
で
あ
る
こ
と
が
多
く
、
耕
作
地

の
状
況
は
大
き
く
は
変
わ
ら
な
い

も
の
で
は
あ
り
ま
す
が
、
こ
れ
ま

で
長
年
に
わ
た
り
続
い
て
き
た
水

田
活
用
直
接
支
払
交
付
金
の
対
象

と
な
ら
な
い
農
地
が
多
く
な
る
こ

と
が
想
定
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
農

家
経
済
の
動
向
を
注
視
し
て
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、特
産
品
で
あ
る
ス
イ
カ
・

メ
ロ
ン
に
つ
い
て
の
ハ
ウ
ス
資
材

助
成
を
行
い
、
生
産
拡
大
を
推
進

し
て
参
り
ま
す
。

　

あ
わ
せ
て
、「
地
域
特
産
品
開

発
支
援
事
業
」
を
実
施
し
、
町
内

産
の
原
材
料
を
使
用
し
た
試
作
品

の
開
発
や
、
市
場
調
査
等
、
新
た

な
地
域
の
特
産
品
づ
く
り
に
チ
ャ

レ
ン
ジ
す
る
団
体
や
個
人
を
支
援

し
て
参
り
ま
す
。

　

農
業
者
が
主
体
の
農
業
・
農
村

の
多
面
的
機
能
を
維
持
・
発
揮
す

る
取
り
組
み
や
中
山
間
地
域
農

業
、
環
境
保
全
型
農
業
の
取
り
組

み
を
支
援
し
て
参
り
ま
す
。

　

農
地
の
効
率
的
な
利
用
を
図

り
、
北
竜
町
の
農
業
振
興
の
た
め

◎
担
い
手
対
策
に
つ
い
て

　

研
修
メ
ニ
ュ
ー
の
作
成
や
サ
ポ

ー
ト
体
制
づ
く
り
、
更
に
「
新
農

業
人
フ
ェ
ア
」
を
は
じ
め
と
す
る

各
種
イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
に
よ
る

担
い
手
確
保
の
取
り
組
み
等
を
一

体
的
に
行
う
た
め
に
集
落
支
援
員

制
度
を
活
用
し
、
本
年
度
も
引
き

続
き
、
新
規
就
農
者
、
農
業
体
験

実
習
生
、
雇
用
就
農
の
受
入
体
制

の
充
実
を
推
進
し
て
参
り
ま
す
。

　

本
年
度
は
実
践
型
農
業
研
修
を

行
う
為
に
研
修
農
場
を
設
置
し
、

就
農
定
着
に
向
け
た
支
援
を
関
係

機
関
と
連
携
し
、
担
い
手
育
成
の

環
境
整
備
等
を
行
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
農
業
後
継
者
対
策
と

し
て
結
婚
相
談
員
と
も
連
携
し
な

が
ら
、
出
会
い
や
交
流
の
場
づ
く

り
も
進
め
て
参
り
ま
す
。

◎
林
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

森
林
は
、
木
材
の
供
給
は
も
ち

ろ
ん
、
国
土
の
保
全
、
水
源
の
か

ん
養
、
自
然
環
境
の
保
全
等
多
面

的
な
役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

森
林
の
整
備
に
つ
き
ま
し
て

は
、
北
空
知
森
林
組
合
と
の
連
携

に
よ
り
、
豊
か
な
森
づ
く
り
推
進

事
業
等
の
補
助
金
を
活
用
し
、
更

新
時
期
を
迎
え
た
未
整
備
森
林
所
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い
て
は
、
道
路
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
事

業
費
補
助
を
活
用
し
、
長
寿
命
化

修
繕
計
画
に
基
づ
き
三
谷
橋
補
修

工
事
を
実
施
致
し
ま
す
。

◎
排
水
機
場
に
つ
い
て

　

排
水
機
場
の
維
持
管
理
に
つ
い

て
は
例
年
、
定
期
点
検
、
修
繕
等
に

よ
り
適
切
に
管
理
し
て
お
り
、
碧
水

排
水
機
場
は
老
朽
化
に
伴
う
劣
化
、

破
損
等
が
著
し
く
、
機
能
保
全
対

策
と
し
て
令
和
９
年
度
ま
で
に
修

繕
事
業
を
計
画
し
て
お
り
、
本
年

度
は
建
屋
工
事
を
行
う
予
定
で
す
。

◎
公
営
住
宅
に
つ
い
て　
　

　

公
営
住
宅
に
つ
い
て
は
、
長
寿

命
化
計
画
に
基
づ
き
昨
年
度
は
桜

岡
団
地
Ｄ
棟
木
造
平
屋
建
１
棟
４

戸
を
建
設
し
て
お
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
町
営
住
宅
ス
ト
ッ
ク

は
入
居
者
の
居
住
性
・
安
全
性
，

躯
体
の
長
寿
命
化
等
の
必
要
性
・

効
果
を
考
慮
し
た
上
で
，
適
切
な

改
善
事
業
を
実
施
し
ま
す
。

◎
農
業
集
落
排
水
事
業
及

び
個
別
排
水
処
理
事
業
に

つ
い
て

　

農
業
集
落
排
水
事
業
及
び
個
別

排
水
処
理
事
業
に
つ
い
て
は
、
経

◎
ひ
ま
わ
り
油
推
進
事
業

に
つ
い
て

　

ひ
ま
わ
り
油
推
進
事
業
は
、
酪

農
学
園
大
学
と
の
共
同
研
究
に
よ

り
高
品
質
な
ひ
ま
わ
り
油
製
造
技

術
の
確
立
が
進
め
ら
れ
て
お
り
、

名
寄
の
ひ
ま
わ
り
工
房
に
搾
油
委

託
し
て
お
り
ま
す
「
一
番
搾
り
ひ

ま
わ
り
油
」
は
、
北
の
ハ
イ
グ
レ

ー
ド
食
品
２
０
２
３
の
認
定
を
受

け
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

日
清
オ
イ
リ
オ
グ
ル
ー
プ
に
精

製
委
託
し
て
お
り
ま
す｢

燦
燦
ひ
ま

わ
り
油
」
と
と
も
に
普
及
促
進
を

図
り
、
北
竜
町
の
魅
力
や
価
値
を

道
内
外
に
発
信
し
て
参
り
ま
す
。

◎
道
路
・
河
川
・
橋
梁
に

つ
い
て

　

道
路
及
び
河
川
に
つ
い
て
は
減

災
・
防
災
の
た
め
の
緊
急
対
策
事

業
を
活
用
し
整
備
を
行
っ
て
お
り

ま
す
。

　

道
路
で
は
、
昨
年
度
、
側
溝
整

備
及
び
舗
装
修
繕
等
の
工
事
を
３

路
線
施
工
し
て
お
り
、
本
年
度
に

お
い
て
も
引
き
続
き
実
施
し
て
参

り
ま
す
。
河
川
は
尻
無
川
ほ
か
１

河
川
の
護
岸
整
備
工
事
及
び
上
田

川
ほ
か
１
河
川
の
浚
渫
工
事
を
行

う
予
定
で
あ
り
ま
す
。
橋
梁
に
つ

◎
商
工
業
の
振
興
に
つ
い
て

　

商
業
活
性
化
基
本
条
例
に
基
づ

く
各
種
支
援
を
商
工
会
と
連
携
し

て
積
極
的
に
活
用
頂
き
、
商
工
業

の
活
性
化
と
従
業
員
雇
用
を
促
進

し
、
商
業
活
性
化
施
設
コ
コ
ワ
を

活
用
し
た
地
元
商
店
の
消
費
拡
大

対
策
を
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

◎
観
光
の
振
興
に
つ
い
て

　

昨
年
、北
竜
町
の
顔
で
あ
る「
ひ

ま
わ
り
の
里
」
に
は
、
２
０
８
千

人
も
の
観
光
客
が
来
訪
さ
れ
ま
し

た
。
こ
れ
ま
で
築
き
上
げ
た
観
光

の
取
組
に
自
信
を
持
ち
、
さ
ら
に

多
く
の
み
な
さ
ま
に
愛
さ
れ
る
観

光
地
と
し
て
の
体
制
を
整
え
て
参

り
ま
す
。

有
者
へ
適
切
な
森
林
施
業
の
実
施

を
勧
奨
す
る
と
と
も
に
、
令
和
６

年
度
か
ら
賦
課
さ
れ
る
森
林
環
境

譲
与
税
を
有
効
活
用
し
て
、
私
有

林
等
整
備
事
業
の
実
施
に
よ
り
地

域
林
業
の
活
性
化
に
努
め
て
参
り

ま
す
。

◎
鳥
獣
被
害
防
止
対
策
に

つ
い
て

　

有
害
鳥
獣
防
止
計
画
に
基
づ

き
、
ア
ラ
イ
グ
マ
に
つ
い
て
は
長

期
目
標
と
し
て
、
野
外
か
ら
の
完

全
排
除
を
基
に
被
害
の
低
減
化
に

努
め
、
エ
ゾ
シ
カ
に
つ
い
て
は
関

係
団
体
が
行
っ
て
い
る
報
奨
金
制

度
へ
の
支
援
に
よ
り
一
層
の
駆
除

体
制
の
強
化
に
努
め
ま
す
。

　

近
年
は
、
熊
の
目
撃
が
相
次
い

で
お
り
、
昨
年
は
道
内
で
も
人
身

事
故
が
発
生
し
て
お
り
ま
す
こ

と
か
ら
、
猟
友
会
、
警
察
等
関
係

機
関
と
の
連
携
を
図
り
、
被
害
防

止
に
む
け
て
取
り
組
ん
で
参
り

ま
す
。

　

ま
た
、
鹿
進
入
防
止
電
牧
柵
の

維
持
管
理
に
つ
い
て
は
、
適
時
、

適
切
に
電
線
の
上
げ
下
ろ
し
が
で

き
る
よ
う
、
ま
た
、
路
線
の
見
直

し
を
関
係
機
関
と
協
議
し
な
が
ら

確
実
に
進
め
て
参
り
ま
す
。

営
状
況
を
的
確
に
把
握
し
、
よ
り

良
い
住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
各

処
理
施
設
の
適
切
な
維
持
管
理
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
集
合
処
理
の
で
き
な
い

地
域
に
お
き
ま
し
て
は
、
公
共
用

水
域
の
水
質
浄
化
の
た
め
、
今
後

も
合
併
処
理
浄
化
槽
の
設
置
を
推

進
し
、
生
活
環
境
の
保
全
と
公
衆

衛
生
の
向
上
を
図
り
ま
す
。

◎
簡
易
水
道
事
業
に
つ
い
て

　

簡
易
水
道
は
、
町
民
の
日
常
生

活
に
欠
か
す
こ
と
の
で
き
な
い
重

要
な
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
で
あ
り
、
将

来
に
わ
た
っ
て
安
心
な
水
の
安
定

供
給
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

　

継
続
事
業
で
あ
り
ま
す
配
水
管

及
び
給
水
管
の
布
設
替
え
に
つ
き

ま
し
て
、
本
年
度
は
和
地
区
及
び

美
葉
牛
地
区
の
一
部
、
国
道
横
断

管
２
箇
所
の
更
新
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
管
漏
水
調
査
に
つ

い
て
も
継
続
実
施
し
、
施
設
の
機

能
保
持
と
維
持
管
理
並
び
に
経
費

節
減
に
努
め
、
効
率
的
な
事
業
運

営
を
図
っ
て
参
り
ま
す
。

令和６年度行政執行方針
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令和６年度教育行政執行方針

　

令
和
６
年
北
竜
町
議
会
第
２
回

定
例
会
に
あ
た
り
、
教
育
委
員
会

が
所
管
い
た
し
ま
す
行
政
の
執
行

に
つ
き
ま
し
て
、
そ
の
主
要
な
方

針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま
す
。　

　

今
日
の
日
本
は
、
人
口
減
少
・

少
子
高
齢
化
、
大
都
市
圏
へ
の
人

口
集
中
・
地
方
の
衰
退
、
多
発
す

る
気
象
災
害
・
気
温
の
上
昇
、
ご

み
・
食
品
ロ
ス
の
問
題
な
ど
社
会

情
勢
が
大
き
く
変
化
す
る
中
で
、

町
民
皆
さ
ん
が
主
体
的
に
社
会
に

関
わ
り
、
活
力
あ
る
地
域
社
会
を

作
り
出
し
て
い
く
た
め
、
ふ
る
さ

と
を
誇
り
に
思
い
、
地
域
発
展
を

支
え
る
人
材
の
育
成
が
求
め
ら
れ

て
お
り
ま
す
。

　

学
校
教
育
に
つ
き
ま
し
て
は
、

小
中
連
携
を
学
校
運
営
協
議
会
で

協
議
を
行
っ
て
ゆ
く
な
ど
、
地
域

社
会
が
連
携
し
な
が
ら
、
子
ど
も

た
ち
が
新
し
い
時
代
を
生
き
抜
く

た
め
に
必
要
な
資
質
や
能
力
を
確

実
に
育
む
と
と
も
に
、「
ひ
ま
わ

り
の
町
北
竜
」「
農
業
の
町
北
竜
」

へ
の
愛
着
と
誇
り
を
持
ち
未
来
に

向
か
っ
て
真
っ
直
ぐ
に
歩
む
こ
と

が
で
き
る
教
育
を
推
進
す
る
こ
と

が
重
要
と
考
え
ま
す
。

　

令
和
11
年
度
計
画
を
し
て
お
り

ま
す
、
小
中
一
貫
教
育
に
つ
き
ま

し
て
は
、
昨
年
度
に
引
き
続
き
学

校
教
育
基
本
方
針
の
策
定
や
学
校

等
複
合
施
設
の
基
本
計
画
の
策
定

を
し
て
参
り
ま
す
。

　

社
会
教
育
、
社
会
体
育
に
つ
き

ま
し
て
は
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が

生
涯
に
わ
た
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
分

野
の
学
習
活
動
に
参
画
し
、
豊
か

な
感
性
や
郷
土
を
愛
す
る
心
を
育

む
と
と
も
に
、
そ
の
成
果
を
生
か

す
こ
と
が
で
き
る
心
豊
か
で
活
力

あ
る
教
育
行
政
を
進
め
る
こ
と
が

重
要
で
あ
り
ま
す
。
そ
の
た
め
、

町
民
の
主
体
的
な
生
涯
学
習
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
芸
術
文
化
活

動
の
推
進
や
文
化
遺
産
の
保
存
や

活
用
を
図
る
ほ
か
、
ラ
イ
フ
ス
テ

ー
ジ
に
応
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
活
動
を
推
進
し
て

参
り
ま
す
。

　

本
町
の
教
育
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、「
北
竜
町
総
合
計
画
」

や
「
第
７
次
北
竜
町
社
会
教
育
中

期
計
画
」
及
び
「
各
学
校
計
画
」

に
基
づ
き
、
町
行
政
と
も
密
接
な

連
携
を
図
り
な
が
ら
、
教
育
行
政

を
執
行
す
る
考
え
で
あ
り
ま
す
。

　

以
下
、
具
体
的
な
推
進
方
策
を

学
校
教
育
と
社
会
教
育
・
社
会
体

育
分
野
に
分
け
重
点
方
針
を
申
し

上
げ
ま
す
。

◎
学
校
教
育
分
野
に
つ
い
て

　

成
長
と
発
達
の
中
に
あ
る
小
中

学
校
期
に
お
い
て
、
学
び
の
質
を

高
め
、
豊
か
な
情
操
や
道
徳
心
な

ど
を
育
む
た
め
、
子
ど
も
た
ち
が

学
び
が
い
を
感
じ
、
教
師
が
教
え

が
い
を
実
感
で
き
る
環
境
が
求
め

ら
れ
て
お
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
、
特
に
重
視
し
た
い

こ
と
を
５
点
申
し
上
げ
ま
す
。

①
確
か
な
学
力
の
育
成

　

引
き
続
き
、
町
費
負
担
教
諭
の

配
置
に
よ
っ
て
、
複
式
学
級
を
限

り
な
く
単
式
学
級
の
よ
う
な
手
厚

    
地
域
と
共
に
あ
る

地
域
と
共
に
あ
る

    
　
　
　
　
教
育
活
動
の
推
進
に
向
け
て

　
　
　
　
教
育
活
動
の
推
進
に
向
け
て
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い
る
、「
世
界
の
ひ
ま
わ
り
」
ひ

ま
わ
り
ガ
イ
ド
を
小
学
生
と
中
学

生
が
一
緒
に
行
っ
た
り
、「
農
業

の
町
北
竜
」
を
意
識
し
、
そ
ば
食

楽
部
北
竜
さ
ん
の
協
力
を
頂
き
な

が
ら
、「
そ
ば
打
ち
体
験
学
習
」

や
６
年
度
か
ら「
稲
作
体
験
学
習
」

を
小
学
５
年
生
を
対
象
に
行
い
、

ふ
る
さ
と
を
愛
す
る
心
を
育
み
ま

す
。

　

最
後
に
、
中
学
校
で
は
、
６
年

度
よ
り
ど
う
し
て
も
、
保
護
者
や

先
生
が
部
活
動
の
送
迎
が
で
き
な

い
場
合
に
備
え
、
部
活
動
送
迎
支

援
事
業
を
新
規
事
業
と
し
て
支
援

を
行
っ
て
参
り
ま
す
。

⑤
働
く
環
境
の
整
備

　

国
は
、「
学
校
部
活
動
及
び
新

た
な
地
域
ク
ラ
ブ
活
動
の
在
り
方

室
」
な
ど
も
実
施
し
て
参
り
ま
す
。

　

更
に
、
学
校
給
食
に
つ
き
ま
し

て
は
、
引
き
続
き
無
償
化
と
し
、

地
場
産
食
材
を
取
り
入
れ
た
安
全

安
心
な
完
全
給
食
の
実
施
に
努
め

て
参
り
ま
す
。

④
教
育
活
動
の
充
実

　

一
人
一
台
の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末

を
利
用
し
た
Ｉ
Ｃ
Ｔ
ツ
ー
ル
を
最

大
限
に
活
用
し
、Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
特
性
・

強
み
を
生
か
し
た
学
習
支
援
ア
プ

リ
や
AI
ド
リ
ル
を
導
入
し
、
児
童

生
徒
の
習
熟
の
程
度
に
応
じ
た
学

習
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

 

　

更
に
、
小
中
連
携
を
一
歩
進

め
、
地
域
住
民
も
含
め
た
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
中
で
検
討

し
、「
ひ
ま
わ
り
の
町
北
竜
」
を

意
識
し
、
５
年
度
か
ら
実
施
し
て

②
豊
か
な
心
の
育
成

　

コ
ロ
ナ
禍
か
ら
、
通
常
の
学
校

生
活
に
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
不
安

や
悩
み
を
相
談
で
き
な
い
児
童
生

徒
が
い
る
可
能
性
を
考
慮
し
、
教

職
員
全
体
が
、
児
童
生
徒
の
些
細

な
変
化
の
把
握
に
努
め
、
予
兆
が

見
ら
れ
る
際
に
は
、
家
庭
は
も
と

よ
り
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
、

児
童
相
談
所
な
ど
、
連
携
し
な
が

ら
児
童
生
徒
一
人
ひ
と
り
の
状
況

に
応
じ
た
き
め
細
や
か
な
支
援
に

努
め
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
様
々
な
要
因
で
不
登
校

や
不
登
校
傾
向
に
あ
る
児
童
生
徒

に
は
、
多
様
な
学
び
の
場
を
提
供

し
、
社
会
的
自
立
や
学
校
復
帰
に

向
け
た
支
援
に
努
め
ま
す
。

③
健
や
か
な
体
の
育
成

　

全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運
動

習
慣
等
調
査
の
結
果
分
析
を
踏
ま

え
る
と
と
も
に
、
部
活
動
や
少
年

団
活
動
へ
の
支
援
な
ど
も
継
続

し
、
体
力
運
動
能
力
の
向
上
の
た

め
の
取
り
組
み
を
継
続
し
て
行
っ

て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
フ
ッ
化
物
洗
口
も
小
・
中

学
校
で
継
続
実
施
し
、
歯
の
健
康

維
持
に
努
め
る
と
と
も
に
、「
が
ん

教
育
」
や
「
赤
ち
ゃ
ん
ふ
れ
あ
い
教

い
内
容
と
し
、
併
せ
て
学
習
支
援

員
を
配
置
し
個
に
応
じ
た
よ
り
き

め
細
や
か
な
学
習
指
導
を
充
実
さ

せ
ま
す
。

　

特
別
支
援
教
育
に
お
い
て
も
、

特
別
教
育
支
援
員
を
配
置
し
、
一

人
ひ
と
り
の
教
育
的
ニ
ー
ズ
に
的

確
に
応
え
る
指
導
が
で
き
る
よ
う

に
致
し
ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
学
力
・
学
習
状
況

調
査
な
ど
の
結
果
分
析
を
踏
ま

え
、
学
習
指
導
の
工
夫
改
善
に
努

め
、
児
童
生
徒
の
基
礎
学
力
の
定

着
を
図
る
ほ
か
、
中
学
校
の
各
学

期
定
期
テ
ス
ト
期
間
を
小
学
校
で

も
家
庭
学
習
に
力
を
入
れ
る
期
間

と
し
、
学
校
と
家
庭
が
連
携
し
て

家
庭
学
習
の
充
実
と
習
慣
化
に
取

り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

更
に
外
国
語
教
育
に
つ
い
て

は
、
引
き
続
き
英
語
指
導
助
手
を

小
・
中
学
校
の
外
国
語
授
業
に
派

遣
す
る
ほ
か
、
中
学
校
で
は
、
語

学
留
学
制
度
も
継
続
し
、
生
徒
の

や
る
気
を
喚
起
し
、
小
学
校
で

は
、
外
国
語
専
科
教
員
や
６
年
度

よ
り
新
た
に
理
科
専
科
教
員
を
配

置
し
、
よ
り
専
門
的
な
学
習
を
推

進
い
た
し
ま
す
。

に
関
す
る
総
合
的
な
ガ
イ
ド
ラ
イ

ン
」
を
策
定
し
、
休
日
の
部
活
動

の
段
階
的
な
地
域
移
行
を
図
る
な

ど
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
部
活

動
改
革
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

本
町
に
お
い
て
も
、
部
活
動
の

段
階
的
な
地
域
移
行
に
向
け
た
協

議
を
進
め
て
お
り
、
子
ど
も
達
が

将
来
に
わ
た
っ
て
希
望
す
る
ス
ポ

ー
ツ
や
文
化
的
な
活
動
に
継
続
し

て
親
し
む
機
会
を
確
保
す
る
た
め

取
り
組
ん
で
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
６
年
度
に
お
い
て
、
小
・

中
学
校
と
も
に
校
務
支
援
シ
ス
テ

ム
の
導
入
や
職
員
室
と
校
長
室
に

も
エ
ア
コ
ン
を
設
置
し
、
働
き
や

す
い
環
境
の
整
備
を
図
っ
て
参
り

ま
す
。

◎
社
会
教
育
・
社
会
体
育

分
野
に
つ
い
て

　

町
民
一
人
ひ
と
り
が
、
生
涯
に

わ
た
り
、
学
ぶ
こ
と
に
意
欲
を
持

っ
て
取
り
組
む
姿
勢
を
醸
成
し
、

生
涯
学
習
社
会
の
実
現
に
向
け
て

重
要
な
役
割
を
担
う
社
会
教
育
活

動
の
推
進
を
図
る
た
め
、
各
年
齢

層
に
対
応
し
た
学
習
の
提
供
、
町

民
が
生
活
を
営
む
上
で
の
地
域
課

題
や
生
活
課
題
な
ど
に
応
じ
た
学

習
機
会
の
提
供
を
す
る
こ
と
が
重

令和６年度教育行政執行方針
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④
文
化
活
動
と
芸
術
鑑
賞

の
推
進

　

本
町
に
あ
る
貴
重
な
文
化
財
を

保
護
・
継
承
す
る
た
め
、
郷
土
資

料
館
の
維
持
に
努
め
て
参
り
ま

す
。

　

ま
た
、
真
竜
獅
子
舞
保
存
会
の

支
援
を
継
続
し
て
行
い
、
文
化
連

盟
や
サ
ー
ク
ル
活
動
を
支
援
す
る

と
と
も
に
、
連
携
し
て
「
町
民
文

化
祭
」
を
開
催
い
た
し
ま
す
。

　

芸
術
鑑
賞
事
業
で
は
、「
文
化
・

芸
術
鑑
賞
の
旅
」
を
開
催
し
、
優

れ
た
芸
術
や
文
化
に
触
れ
る
機
会

を
提
供
し
て
参
り
ま
す
。

③
図
書
館
を
活
用
し
た
事

業
の
展
開

　

多
様
化
す
る
町
民
の
学
習
意
欲

や
読
書
意
欲
に
対
応
す
る
た
め
、

ニ
ー
ズ
を
把
握
し
た
図
書
の
充
実

を
図
る
と
と
も
に
、
乳
幼
児
を
対

象
と
し
た
「
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事

業
」
や
図
書
館
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
「
リ
サ

イ
ク
ル
市
」
な
ど
の
事
業
も
継
続

し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
小
中
学
校
と
も
連
携
し

行
っ
て
い
る
移
動
図
書
事
業
も

継
続
し
、
子
ど
も
た
ち
が
本
に
触

れ
る
機
会
の
拡
大
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

　

更
に
、
道
立
図
書
館
や
近
隣
４

町
の
図
書
館
も
利
用
で
き
る
よ

う
、
引
き
続
き
連
携
を
図
っ
て
参

り
ま
す
。

②
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興

　

町
民
誰
も
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し

み
、
心
身
と
も
健
康
に
過
ご
せ
る

よ
う
、
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
や
体

育
協
会
な
ど
と
も
連
携
し
、
各
種

大
会
や
事
業
を
開
催
ま
た
は
協
力

を
し
て
参
り
ま
す
。

　

ま
た
、
冬
期
間
も
で
き
る
ス
ポ

ー
ツ
、
軽
ス
ポ
ー
ツ
の
推
進
な
ど

年
間
を
通
し
て
体
力
作
り
、
健
康

づ
く
り
を
推
進
し
、
体
力
の
向
上

に
取
り
組
み
ま
す
。

　

更
に
、
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
計
画
的

な
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
野
球

場
の
グ
ラ
ン
ド
マ
ス
タ
ー
や
パ
ー

ク
ゴ
ル
フ
場
の
カ
ッ
プ
や
ピ
ン
、
フ

ラ
ッ
グ
の
入
れ
替
え
な
ど
、
備
品
購

入
に
よ
る
施
設
の
充
実
な
ど
、
ス
ポ

ー
ツ
の
振
興
に
努
め
て
参
り
ま
す
。

要
で
す
。

　

ま
た
、文
化
連
盟
や
関
係
団
体
、

体
育
協
会
や
関
係
団
体
な
ど
の
支

援
や
育
成
も
重
要
で
あ
り
ま
す
。

　

そ
の
た
め
特
に
重
視
し
た
い
こ

と
を
５
点
申
し
上
げ
ま
す
。

①
学
ぶ
機
会
の
提
供

　

幼
児
期
か
ら
高
齢
期
ま
で
、
町

民
一
人
ひ
と
り
が
生
涯
に
わ
た
っ

て
生
き
が
い
の
あ
る
豊
か
な
生
活

を
送
る
た
め
、
一
貫
し
た
学
び
の

機
会
を
提
供
す
る
こ
と
が
重
要
で

あ
り
ま
す
。

　

幼
児
期
に
は
、「
キ
ッ
ズ
エ
ア

ロ
ビ
ク
ス
教
室
」
や
「
初
心
者
水

泳
・
ス
キ
ー
教
室
」、
学
童
期
に

は
、「
ふ
れ
あ
い
事
業
」
や
「
文

化
・
芸
術
鑑
賞
の
旅
」、
青
壮
年

期
に
は
、「
家
庭
教
育
学
級
」
や

「
全
町
女
性
レ
ク
リ
ェ
ー
シ
ョ
ン

大
会
」、
高
齢
期
に
は
「
ひ
ま
わ

り
大
学
」
な
ど
各
事
業
に
加
え
、

全
世
代
に
わ
た
り
、
趣
味
や
教
養

を
高
め
る
「
公
民
館
講
座
」
や
改

善
セ
ン
タ
ー
ジ
ム
機
器
を
使
用
し

て
の
「
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
使

用
促
進
事
業
」を
継
続
実
施
し
て
、

多
様
な
学
習
機
会
の
提
供
を
図
っ

て
参
り
ま
す
。

⑤
青
少
年
の
健
全
育
成
の

推
進

　

次
代
を
担
う
青
少
年
の
健
全
育

成
は
、
家
庭
・
地
域
・
学
校
が
相

互
に
協
力
を
し
な
が
ら
社
会
全
体

で
行
う
こ
と
が
大
切
で
す
。
各
関

係
機
関
の
協
力
を
い
た
だ
き
な
が

ら
健
や
か
な
成
育
を
推
進
し
て
参

り
ま
す
。

　

ま
た
、
子
ど
も
た
ち
が
、
自
ら

積
極
的
に
地
域
社
会
に
参
画
で
き

る
よ
う
、
北
空
知
広
域
事
業
で
あ

り
ま
す
「
シ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
研
修

会
」
へ
の
派
遣
や
「
子
ど
も
会
リ

ー
ダ
ー
キ
ャ
ン
プ
」
な
ど
リ
ー
ダ

ー
養
成
・
研
修
事
業
や
、
保
護
者

を
対
象
と
し
た「
家
庭
教
育
学
級
」

な
ど
の
事
業
を
推
進
し
、
地
域
全

体
で
子
ど
も
を
育
む
環
境
を
整
え

て
参
り
ま
す
。

令和６年度教育行政執行方針



1212

　令和６年度の北竜町の予算は、町長の任期満了に伴う改選期にあたるため、当初予算を骨格予算　令和６年度の北竜町の予算は、町長の任期満了に伴う改選期にあたるため、当初予算を骨格予算

とし、今回、４月補正予算において新規事業や政策的経費を中心とした「肉付け予算」として編成とし、今回、４月補正予算において新規事業や政策的経費を中心とした「肉付け予算」として編成

しました。編成にあたっては、北竜町総合計画に基づいた各種施策の推進と町長の重点施策実現にしました。編成にあたっては、北竜町総合計画に基づいた各種施策の推進と町長の重点施策実現に

向けた積極的な予算編成を行いました。向けた積極的な予算編成を行いました。

　４月の町議会定例会において、この肉付け予算（補正予算）が可決され、骨格予算（当初予算）　４月の町議会定例会において、この肉付け予算（補正予算）が可決され、骨格予算（当初予算）

に肉付けされた実質の令和６年度予算が成立しました。に肉付けされた実質の令和６年度予算が成立しました。

今年度の北竜町の今年度の北竜町の

一般会計予算総額一般会計予算総額
４０億 ７，４００万円４０億 ７，４００万円

令和６年度予算（肉付け予算）が成立令和６年度予算（肉付け予算）が成立

各会計予算額

会　　計　　名
R6年度
当初予算

（骨格予算）

R6年度
4月補正予算
（肉付予算）

R6年度
4月補正後予算

（合計）

R5 年度
当初予算

対前年度比較

増　減 伸び率
(%)

一　般　会　計 33億 5,000万円 7億 2,400万円 40億 7,400万円 37億 0,000万円 3億 7,400万円 10.1
国民健康保険
特別会計 2億 8,900万円 - 2億 8,900万円 3億 1,000万円 △2,100万円 △ 6.8

町立診療所事業
特別会計 9,860万円 650万円 1億 510万円 1億 1,400万円 △890万円 △ 7.8

後期高齢者医療
特別会計 4,450万円 - 4,450万円 4,000万円 450万円 11.3

介護保険特別会計 3億 1,150万円 - 3億 1,150万円 2億 9,200万円 1,950万円 6.7
特別養護老人ホーム
事業特別会計 4億 4,610万円 3,340万円 4億 7,950万円 4億 7,720万円 230万円 0.5

小　　　計 11億 8,970万円 3,990万円 12億 2,960万円 12億 3,320万円 △360万円 △ 0.3
農業集落排水事業及び
個別排水処理事業会計 1億 6,536万円 - 1億 6,536万円 1億 8,244万円 △1,708万円 △ 9.4

簡易水道事業会計 1億 1,151万円 1億 6,482万円 2億 7,633万円 2億 2,683万円 4,950万円 21.8
合　　　　　計 48億 1,657万円 9億 2,872万円 57億 4,529万円 53億 4,247万円 4億 282万円 7.5

特
　
別
　
会
　
計

令和６年度予算

町民一人あたりに計算すると

※住民基本台帳人口（令和６年４月１日現在）１，６２４人で算出

内　　　訳

総   務   費 ５９６，３５９円 商   工   費 １２８，２３１円 そ   の   他
（議会費・労働費・
災害復旧費・公
債費・職員給・

予備費）

６００，６４３円
民   生   費 ２５０，２０５円 土   木   費 ２５８，９７５円

衛   生   費 １８０，８１８円 消   防   費 　９１，７２９円

農林水産業費 ２６９，０８７円 教   育   費 １３２，５７４円

合　　　計 ２，５０８，６２１円
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一般会計内訳

令和６年度予算
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●保育サービスの充実●保育サービスの充実				  

● やわら保育園管理運営事業　　　　　    788千円

　保育園内室内ドア設置工事

●子育て支援サービスの充実●子育て支援サービスの充実	

● 子ども子育て支援事業計画策定事業     　938千円

　検討委員会開催回数の増加、子育て支援パンフレッ

　トの作成

● 子育て世帯訪問支援事業     　　　　　 924千円

　家事・子育て等に不安・負担を抱える子育て家庭

　の居宅を家事支援事業者が訪問し支援を行う

●子育て世帯への経済的な支援●子育て世帯への経済的な支援
● 妊産婦健康診査費助成事業　　　　　　　 80千円

　妊産婦の医療機関での健診費用を助成。令和6年度

　から妊娠判定に係る産科受診費用の助成を開始

● 不妊治療費助成事業　　　　　　　　　1,110千円

　不妊治療費に係る費用を助成

　（保険適応：全額、保険適応外：上限15万円）

● 入学祝金支給事業　　　　　  　　　　　 450千円

　小学校へ入学する児童1人につき50千円を支給

      出産・子育て支援の充実出産・子育て支援の充実

●観光・交流資源の充実●観光・交流資源の充実
● ひまわりの里維持管理事業　　　　　  2,654千円

　ひまわりの里魅力向上のため木製ベンチを更新

● サンフラワーパーク北竜温泉管理運営事業 3,917千円 

　高圧引込線更新工事、ろ過装置修繕工事、仕出用車輌購入

　　　　　　　   

●新たな観光・交流資源の掘り起こし●新たな観光・交流資源の掘り起こし
● 北竜町タウンプロモーション推進事業

　　　　　　　　　　　　　　　　      5,335千円

　北竜町の魅力発掘プロジェクト、北竜町PRポイン

　トの整理、効果的・戦略的プロモーションの立案・

　策定、企業との連携促進・マッチング・共創、庁

　内検討会議など

      観光の振興観光の振興

      農業の振興農業の振興

●担い手及び新規就農者の育成・確保●担い手及び新規就農者の育成・確保
● 農業担い手育成支援事業              5,963千円

　農業研修生等の受入から就農までのシステム化、

　農業研修生等の就農後のアフターフォロー体制の

　構築、研修農場の設立・運営に向けた計画策定等

●ブランド化の促進と販売ルートの拡大●ブランド化の促進と販売ルートの拡大
● 農畜産物直売所管理運営事業          4,448千円

　エアコン設置工事、商用車輌購入

●有害鳥獣対策の強化●有害鳥獣対策の強化
● 有害鳥獣駆除対策事業                3,384千円

　軽トラック購入、クマ駆除に係る報酬の新設、

  シカ駆除に係る報酬の拡充など

重点

重点拡大

新規

重点

重点

重点

●生活習慣病等の発症予防と重症化予防の徹底●生活習慣病等の発症予防と重症化予防の徹底
● 帯状疱疹予防接種費助成事業　　　 　 　545千円

　帯状疱疹任意予防接種費用の半額を助成

      健康づくりの充実健康づくりの充実

●福祉サービス・担い手の充実●福祉サービス・担い手の充実
● 介護従事者確保推進事業   　　     　　100千円

　令和6年度より町内介護従事者の確保を図るため介

　護福祉士実務者研修受講料を助成

      地域福祉の充実地域福祉の充実

一般会計の主な事業一般会計の主な事業

１．ひまわりを活かした１．ひまわりを活かした
　　　　　　　あかるいまち　　　　　　　あかるいまち

２．ともに支え合う２．ともに支え合う
　　　　　　　快活なまち　　　　　　　快活なまち

重点

●計画的な森林整備の促進●計画的な森林整備の促進
● 私有林等整備事業　　　　　　　　　　　500千円

　私有林において行う森林整備事業(除伐、間伐、枝

　打ち、作業道整備)に対し補助金を交付

      林業の振興林業の振興

新規

拡大

重点

重点

重点

重点

新規

新規

拡大

●町内消費活動の促進●町内消費活動の促進
● 商工業活性化推進事業　　　　　　　　1,400千円

　事業承継された方への奨励金の新設など事業を拡充

      商工業の振興商工業の振興

重点拡大

●高齢者支援推進体制の充実●高齢者支援推進体制の充実
● 重層的支援体制整備事業　　    　　    650千円

　講師を招いてのイベント開催など令和7年度の事業

　実施に向けた体制整備を行う

      高齢者支援の充実高齢者支援の充実

令和６年度予算
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      移住・定住の促進移住・定住の促進

３．快適に暮らせる３．快適に暮らせる
　　　　　　　心豊かなまち　　　　　　　心豊かなまち

●空き家・空き地の利活用の促進●空き家・空き地の利活用の促進
● 住宅等除却費助成事業　　　　　　    4,000千円

　空き家となった住宅等の解体除却に要する費用の

　一部を助成（解体費の1/2、上限1,000千円）

●移●移住・住・定住促進のための支援施策の検定住促進のための支援施策の検討・討・推進推進
● 定住促進対策事業　　　　　　　  　　6,740千円

　中古住宅取得・改修奨励事業、町外通勤者移住助成

　事業、子育て世帯町外通勤者助成事業など

重点

      自然環境保全自然環境保全

●新エネルギー施設の推進●新エネルギー施設の推進
● 電気自動車普及促進事業　　　　　    8,690千円

　EV充電設備設置工事、電気自動車購入、可搬型給電

　器購入など

● 住宅用太陽光発電システム設置助成事業

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 440千円

　太陽：1kw当たり7万円、上限28万円、蓄電池(拡大)：

　1kw当たり1万円、上限4万円を助成。令和6年度より

  各1kw当たり2万円（上限8万円）、1万円（上限4万円）

  を加算する（対象要件あり）

重点

重点

重点

新規

拡大

      道路・公共交通の整備道路・公共交通の整備

●町道及び橋梁の整備・維持管理の推進●町道及び橋梁の整備・維持管理の推進
● 橋梁維持管理（長寿命化）事業　　　123,959千円

　実施設計業務委託（1橋）、橋梁長寿命化補修工事

　（1橋）、町内13橋のPCB含有量調査業務委託

●地域公共交通対策●地域公共交通対策
● 地域公共交通運行事業	（地域公共交通計画策定費）

                     　　　　　　　  1,760千円

　地域公共交通新規路線検討・追加に伴う現計画の

　変更業務委託

● 地域公共交通車輌購入事業 　　　　  10,662千円

　地域公共交通運行のための車輌2台を新たに購入

● 通院等タクシー利用料助成事業 　　　　　2,789千円

　バス路線廃止に伴い、65歳以上の方や障がい者手帳

　1～3級所持者の方を対象に通院等の際のタクシー利

　用に係る利用料を助成（利用料の1/2、上限12万円）

重点

重点

４．安心して生活できる４．安心して生活できる
　　　　　　晴れやかなまち　　　　　　晴れやかなまち

重点新規

新規

●総合的な防災体制の充実●総合的な防災体制の充実
● 防災備蓄倉庫整備事業　　　　　　  110,310千円

　防災資機材を格納する防災備蓄倉庫を整備(建設工事）

●防災・減災、国土強靱化の推進●防災・減災、国土強靱化の推進
● 緊急自然災害防止対策事業（道路） 　　 18,557千円

　大雨等による自然災害防止のため、3道路の側溝補

　修工事等を実施

● 緊急自然災害防止対策事業（河川） 　　 33,770千円

　大雨等による自然災害防止のため、2河川の護岸整

　備工事等を実施

● 緊急浚渫推進事業 　　  　　　　　　 7,535千円

　大雨等による自然災害防止のため、2河川の河床掘

　削・立木伐採工事等を実施

      防災体制の充実防災体制の充実

重点

重点

重点

重点

  　  　  消防・救急の充実消防・救急の充実

●常備消防・救急救助体制の強化及び充実●常備消防・救急救助体制の強化及び充実
● 深川地区消防組合負担金事業

　（消防ポンプ自動車更新）　　　　　　 37,956千円

新規 重点

●学校教育の充実●学校教育の充実
● 小・中学校ICT環境整備事業 　　　　　 　985千円

　(小学校:707千円、中学校:278千円)

　ICT教育推進、教職員の働き方改革のため校務支援

　システムを導入

● 中学校部活動送迎支援事業 　　　　　 13,303千円

　保護者の負担軽減のため、生徒を部活動の練習場

　所までハイヤーで送り届ける

●学校施設・設備の整備充実●学校施設・設備の整備充実
● 小学校空調設備整備事業                965千円

　職員室・校長室へのエアコン設置工事、体育館用

　気化式冷風機の購入

● 中学校空調設備整備事業                965千円

　職員室・校長室へのエアコン設置工事、体育館用

　気化式冷風機の購入

      学校教育の充実学校教育の充実

５．すべての世代が５．すべての世代が
　　　成長し合う活発なまち　　　成長し合う活発なまち

重点

重点

重点

重点新規

令和６年度予算

重点新規
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●地域の活性化に向けた支援の充実●地域の活性化に向けた支援の充実
● 地域おこし協力隊事業　　　　　　　 41,600千円

　観光・移住・鳥獣害などの分野における必要な人

　材を確保するため、隊員を募集

● 地域おこし協力募集事業　　　　　　  2,952千円

　隊員募集のためのPR活動やPRパンフレットの作成

　を行う

● 地域おこし協力隊インターン事業

　　　　　　  　　　　　　　　　　　 2,080千円

　地域おこし協力隊希望者が2週間以上3ヶ月以下の

　期間、実際の地域おこし協力隊業務に従事するこ

　とを通じて隊員応募につなげる

● 集落対策事業　　　　　　　　　　　  4,850千円

　地域公共交通の担い手となる運転手を募集

      地域コミュニティへの支援地域コミュニティへの支援

６．人と想いをつなげ６．人と想いをつなげ
　　　　　　　躍動するまち　　　　　　　躍動するまち

●自治体ＤＸの推進●自治体ＤＸの推進
● 庁内デジタル化推進事業　　　  　  　1,972千円

　電子決裁の導入、大型ディスプレイ機器一式の購入

●健全な財政運営の推進●健全な財政運営の推進
● 減債基金管理運用事業（基金積立） 　  76,887千円

　将来負担軽減のため後年度公債費償還財源として

　基金積立

●公共施設の計画的な維持管理と適正配置●公共施設の計画的な維持管理と適正配置
● 老人福祉センター整備事業　 　　　　 5,020千円

　将来的に老人福祉センターを他目的集会施設とし

　て機能を集約・再編し、公民館大ホールにて実施

　する集会等を行えるようにするための改修及び駐

　車場整備等を行う

● 車輌センター整備事業　 　　　　　 128,149千円

　既存車輌センターの老朽化や除雪車両の大型化、

　地域公共交通車輌の確保・増大など現状課題を踏

　まえ、除雪車両格納庫、詰所、スクールバス車庫、

　地域公共交通車輌車庫を一体的に整備

      行政経営の推進行政経営の推進

重点

重点

重点

重点

重点

重点

重点

拡大

新規

新規

拡大

重点新規

      地域医療の充実地域医療の充実

      高齢者支援の充実高齢者支援の充実

      健全な行政運営の実現健全な行政運営の実現

      水道・下水道の整備水道・下水道の整備

●地域医療体制の充実●地域医療体制の充実
● 町立歯科診療所歯科用機器整備事業　

　　　　　 　　　　　　　　　　　　　6,515千円

●高齢者支援サービスの充実●高齢者支援サービスの充実
● 特別養護老人ホーム介護アドバイザー招致事業

   　　　　　　　　　　　　　　　　　1,650千円

　介護アドバイザーを招致し、職員の意識改革、介護

　技術指導、業務改善などの助言・指導業務を実施

● 特別養護老人ホーム設備整備事業

　厨房機器、電動ベッド、気化式冷風機購入 14,729千円

●特別養護老人ホーム経営改善推進事業●特別養護老人ホーム経営改善推進事業
● 特別養護老人ホーム経営改善推進事業

   　　　　　　　　　　　　　　　　 13,200千円

　財務状況及び運営状況に関する現状の分析など経

　営上の課題解決に向けた助言・指導業務を実施。

　事業を安定的に継続していくため、基本方針とし

　て経営戦略を策定する

●簡易水道事業による給水体制の整備●簡易水道事業による給水体制の整備
● 簡易水道施設整備事業　　　　　　　165,400千円

　板谷地区・美葉牛地区･和地区の配水管布設替工事、

　それに伴う給水管切替工事及び旧水道管撤去工事

　を実施

特別養護老人ホーム事業特別会計特別養護老人ホーム事業特別会計

簡 易 水 道 事 業 会 計簡 易 水 道 事 業 会 計

特別会計の主な事業特別会計の主な事業

重点

重点

重点

重点

重点

新規

新規

町立診療所事業特別会計町立診療所事業特別会計

令和６年度予算



1717 令和６年５月号令和６年５月号

　令和６年５月より新たに「通院等タ

クシー利用料助成事業」がスタートし

ます。高齢者の方々などが生活に必要

な移動を支援し、生じた交通費の一部

を助成いたします。

　対象者や申請方法は下記の通りとな

ります。

※町税等の滞納世帯及び生活保護世帯

は対象外となります。

【助成対象者】　北竜町に住所を有する方で次のいずれかに該当する方

　　　　　　　・６５歳以上の方（今年度中に６５才になる方も含む）

　　　　　　　・身体障害者手帳１～３級の交付を受けている方

【助　成　額】　１乗車につきタクシー運賃の１／２相当分

　　　　　　　年間１２万円分（５００円券×２４０枚）

　　　　　　　利用券１枚につき５００円が限度となります。おつりはでません。

【利用範囲】　滝川市、深川市、近隣町等への医療機関、商店、公共交通機関

　　　　　 　（町内間の移動には利用できません）

【利用期間】　交付の日から令和７年３月３１日まで

【申請方法】　顔写真付きの身分証明書など本人確認書類を持参の上、

　　　　　　   役場企画振興課にて申請をお願いします。

【利用方法】　和ハイヤーを利用した場合に助成を行います。

　　　　　　   乗車したい２時間前までに予約のうえご利用ください。

　　　　　　   予約が入っていて利用できない場合があることをご了承願います。

　　　　　　   降車時、運転手にタクシー券を渡してください。

【そ　の　他】　・対象者本人のみ利用できます。

　　　　　　　・再発行はいたしません。

　　　　　　　・年度途中で６５才となった方は、対象月からの月数に応じての

　　　　　　　　交付となります。

【問い合わせ先 ： 役場企画振興課企画係　℡３４－７０２９】

通院などの移動を支援します
～ なごみタクシー助成について ～
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企業版ふるさと納税

（株）伝耕から２００万円の寄付

　株式会社伝耕（大阪市）から企業版ふるさと納税と

して町に２００万円が寄付され、３月２１日、来庁さ

れた西道広美社長に佐々木町長から感謝状が贈呈され

ました。

　昨年「ひまわりまつり」の時期に来町された際に、町民

総参加でまちづくりに取り組んでいる姿に共感され、北

竜町を応援したいとの思いから寄付いただいたものです。

日ハム北竜ひまわり後援会から

１２７，４０９円の寄付

　北海道日本ハムファイターズ北竜ひまわり後援会

が３月５日に解散されたのを機に、後援会から子ども

達のために使って欲しいとの旨で町に１２７，４０９

円が寄付されました。

　３月１９日に藤井二郎後援会長が来庁され、目録を

受け取った佐々木町長から、青少年育成事業基金に積

み立てて子ども達のために使させていただきますと、

お礼が述べられました。

「農事組合法人 ほのか」を

消防団協力事業所に認定

　３月１４日、農事組合法人ほのか事務所にて、消防

団協力事業所認定式が実施され、新たに同法人が消防

団協力事業所に認定されました。

　この制度は、地域の消防団に事業所従業員が相当数入

団しており、消防団活動に積極的に配慮している事業所

に消防団協力事業所表示証を交付しているもので、町内

事業所としては同法人が２つ目の認定事業所となります。

ダチョウクラブから

町に１００万円の寄付

　４月３日、北竜町の町おこしボランティアグループ

「ダチョウクラブ」の四辻進さんと山下好晴さんが来

庁され、同団体がこの度解散されたのを機に、北竜町

の観光振興に役立ててもらいたいとの旨で町に１０

０万円を寄付されました。

　佐々木町長が受け取られ、町のために大切に使わせ

ていただきますと、お礼を述べられました。



1919 令和６年５月号令和６年５月号

北空知地区行政相談委員

自主研修会を開催

　３月２２日、北空知地区の行政相談委員による研修

会が北竜町にて開催されました。

　研修会は、行政相談委員のスキルアップを目的に、

毎年各市町で開催されているもので、当日は近隣市町

の行政相談委員や札幌行政相談委員協議会々長、総務

省北海道管区行政評価局の職員など１２名が出席。

　行政評価局並びに町総務課職員による講演に続いて、

各市町の行政相談に関する取り組みや住民から相談へ

の対応、各市町で起きている問題などが発表され、参

加者による活発なる意見交換会が行われました。

和駐在所

奥
おくむら

村 文
とものり

則 所長

永楽園

高
たかはた

畑 成
なるひと

仁 看護師

北竜中学校

酒
さ か い

井 誠
まこと

 校長

北竜中学校

光
こ う の

野 さとみ 教諭

北竜中学校

山
や ま ね

根 大
だいすけ

佑 教諭

真竜小学校

見
み の べ

延 灯
あかり

 教諭

真竜小学校

堀
ほりかわ

川 さくら 臨時教諭

真竜小学校

溝
みぞうえ

上 侑
ゆ う か

加 養護教諭

北竜中学校

大
おおやまぐち

山口 英
ひ で き

輝 教頭

この春からこの春から

北竜町で働く事になった方々をご紹介します。北竜町で働く事になった方々をご紹介します。

ようこそ北竜へようこそ北竜へ
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議会広報委員会議会広報委員会Ｎｏ．３９５

　

令
和
６
年
第
１
回
定
例
会
は
３

月
11
日
に
招
集
さ
れ
、
提
出
さ
れ

た
案
件
を
審
議
し
閉
会
い
た
し
ま

し
た
。

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

１
月
26
日

■
調
査
事
項　

北
竜
町
図
書
館
の

利
用
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し　

　
　
　
　

■
調
査
期
日　

１
月
26
日

■
調
査
事
項　

ひ
と
り
暮
ら
し
高

齢
者
対
策
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

■
調
査
期
日　

２
月
16
日

■
調
査
事
項　

町
道
及
び
公
共
施

設
等
の
除
排
雪
状
況
に
つ
い
て

■
調
査
結
果　

指
摘
事
項
な
し

議
会
の
委
任
に
よ
る
専
決
処
分
の

報
告
に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

○
北
竜
町
手
数
料
条
例
の
一
部
改

正
に
つ
い
て

専
決
処
分
の
承
認
を
求
め
る
こ
と

に
つ
い
て

○
北
竜
町
一
般
会
計
補
正
予
算

（
第
７
号
）
に
つ
い
て

○
北
竜
町
表
彰
条
例
に
基
づ
く
表

彰
に
つ
い
て

　
　
　
　
　

佐
野 　

豊　

氏

　
　
　
　
　

小
坂 

一
行　

氏

　
　
　
　
　

小
松 

正
美　

氏

　
　
　
　
　

竹
林 

信
幸　

氏

　
　
　
　
　

水
谷 

茂
樹　

氏

○
北
竜
町
と
雨
竜
町
に
お
け
る
自

家
用
有
償
旅
客
運
送
に
関
す
る
事

務
の
委
託
に
関
す
る
規
約
の
廃
止

に
つ
い
て

○
北
竜
町
犯
罪
被
害
者
等
支
援
条

例
の
制
定
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
一
般
会
計

補
正
予
算
（
第
８
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
国
民
健
康

保
険
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
３

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
立
診
療
所

事
業
特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
５

号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
介
護
保
険

特
別
会
計
補
正
予
算
（
第
４
号
）

に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
特
別
養
護

老
人
ホ
ー
ム
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
４
号
）
に
つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
農
業
集
落

排
水
事
業
及
び
個
別
排
水
処
理
事

業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）
に

つ
い
て

○
令
和
５
年
度
北
竜
町
簡
易
水
道

事
業
会
計
補
正
予
算
（
第
５
号
）

に
つ
い
て

○
北
竜
町
総
合
計
画
（
後
期
基
本

計
画
）
に
つ
い
て

○
北
竜
町
高
齢
者
保
健
福
祉
計

画
・
介
護
保
険
事
業
計
画
の
策
定

に
つ
い
て

総
務
産
業
常
任
委
員
会

■
調
査
期
日　

３
月
13
日
～
15
日

■
審
査
事
件　

令
和
６
年
度
予
算

審
査
会
計
（
８
会
計
）、
北
竜
町

定
住
促
進
奨
励
金
等
の
交
付
に
関

す
る
条
例
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

　

外
■
審
議
結
果　

文
書
に
よ
る
指
摘

４
件
、
口
頭
に
よ
る
意
見
１
件
を

付
与
し
、
原
案
通
り
可
決
す
べ
き

も
の
と
決
定
す
る
。

次
の
意
見
書
を
可
決
し
、
関
係
省

庁
に
送
付
い
た
し
ま
し
た
。

○
刑
事
訴
訟
法
の
再
審
規
定
（
再

審
法
）
の
改
正
を
求
め
る
意
見
書

○
食
料
・
農
業
・
農
村
基
本
法
改

正
に
伴
い
、
基
本
法
に
「
種
子
の

自
給
」
を
盛
り
込
む
こ
と
を
求
め

る
意
見
書

○
将
来
に
わ
た
り
持
続
可
能
な
農

業
の
実
現
を
図
る
食
料
・
農
業
・

農
村
基
本
法
改
正
等
に
関
す
る
意

見
書

委
員
会
報
告

同
意

承
認

報
告

原
案
可
決

委
員
会
報
告

意
見
書
提
出



2121 令和６年５月号令和６年５月号

【
５
月
】

10
日
…
議
会
運
営
委
員
会
、
第
２

回
北
竜
町
議
会
臨
時
会

17
日
…
北
竜
町
開
拓
記
念
式

21
～
22
日
…
全
国
議
長
会
議
長
・

副
議
長
研
修
会

24
日
…
北
空
知
議
会
議
長
連
絡
協

議
会
総
会

未
定
…
例
月
出
納
検
査

【
４
月
】

１
日
…
や
わ
ら
保
育
園
入
園
式

３
日
…
佐
野
前
町
長
の
北
海
道
土

地
改
良
事
業
団
体
連
合
会
特
別
功

労
表
彰
を
祝
う
会

８
日
…
真
竜
小
学
校
入
学
式
、交
通

安
全
祈
願
祭
、北
竜
中
学
校
入
学
式

９
日
…
議
会
運
営
委
員
会

10
日
…
総
務
産
業
常
任
委
員
会

16
～
17
日
…
令
和
６
年
第
２
回
定

例
会

17
日
…
議
会
運
営
委
員
会

25
日
…
例
月
出
納
検
査

30
日
…
農
業
振
興
協
議
会

　

３
月
11
日
に
開
会
さ
れ
た
第
１
回
定

例
会
で
は
、
６
名
の
議
員
か
ら
６
件
の

一
般
質
問
が
あ
り
ま
し
た
。

木
村
議
員

　

北
竜
町
商
工
業
元
気
支
援
応
援

条
例
が
制
定
さ
れ
て
い
る
が
、
屋

根
や
外
壁
等
の
改
修
等
に
は
適
用

さ
れ
な
い
内
容
と
な
っ
て
い
る
。

　

屋
根
や
外
壁
等
の
改
修
に
も
活

用
出
来
る
内
容
へ
の
改
正
が
必
要

と
思
う
が
、
理
事
者
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

北
竜
町
商
工
業
元
気
応
援
支
援

事
業
は
、町
内
の
商
工
業
の
振
興
、

地
域
雇
用
の
推
進
を
目
的
と
し

て
、
平
成
26
年
に
制
定
さ
れ
た
。

　

商
工
業
振
興
、
地
域
雇
用
推
進
事

業
の
継
続
と
助
成
内
容
の
拡
充
に

つ
い
て
は
、
商
工
会
か
ら
要
望
を
い

た
だ
い
て
お
り
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
の
中
で
、
地
域
に
根
ざ
し
た

魅
力
あ
る
商
店
街
作
り
へ
の
支
援

を
進
め
る
事
と
し
て
位
置
付
け
て

い
る
事
業
の
た
め
、
申
請
さ
れ
た

事
業
が
本
事
業
の
目
的
に
適
合
す

る
か
精
査
が
必
要
と
考
え
て
い
る
。

　

町
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
、
町
の

活
性
化
に
繋
が
る
事
業
拡
大
に
対

し
支
援
す
る
事
を
基
本
に
、
商
工

会
と
も
支
援
内
容
を
協
議
し
、
検

討
し
て
ま
い
り
た
い
。

木
村
議
員

　

自
助
努
力
は
も
と
よ
り
必
要
と

思
う
が
人
口
減
少
が
進
む
中
、
公

助
、
共
助
の
必
要
性
が
よ
り
重
要

に
な
る
と
思
う
。
こ
れ
ま
で
施
行

さ
れ
て
き
た
北
竜
町
商
工
業
元
気

支
援
応
援
条
例
を
よ
り
充
実
さ
せ

る
た
め
に
そ
の
内
容
と
支
援
金
の

限
度
額
の
大
幅
な
引
き
上
げ
の
見

直
し
が
必
要
と
思
う
。

佐
々
木
町
長

　

北
竜
町
商
工
業
元
気
支
援
応

援
条
例
の
活
用
に
つ
い
て
は
、
商

工
会
か
ら
も
要
望
を
い
た
だ
い

て
い
る
。
商
工
業
の
活
性
化
の
た

め
に
屋
根
や
外
壁
の
改
修
が
趣

旨
に
沿
っ
た
対
応
が
出
来
る
の

か
、
町
内
で
の
公
平
性
を
保
ち
な

が
ら
国
や
関
係
者
、
近
隣
町
の
動

向
を
見
な
が
ら
充
分
協
議
を
し
、

進
め
て
ま
い
り
た
い
。

林
議
員

　

バ
ス
の
本
数
も
減
り
バ
ス
時
間

と
通
院
時
間
が
合
わ
な
い
こ
と
に

対
し
て
こ
れ
か
ら
の
通
院
に
不
安

を
抱
え
て
い
る
方
が
い
る
状
況
で

あ
る
。

　

ハ
イ
ヤ
ー
の
割
引
チ
ケ
ッ
ト
で

の
助
成
を
行
う
と
聞
い
た
が
、
い

つ
か
ら
実
施
に
な
る
の
か
。

沖
野
議
員

　

令
和
６
年
４
月
１
日
よ
り
碧
水

市
街
か
ら
妹
背
牛
駅
ま
で
の
区
間

佐
々
木
町
長

　

タ
ク
シ
ー
助
成
に
つ
い
て
は
、

町
外
の
通
院
、
買
い
物
利
用
者
に
対

し
チ
ケ
ッ
ト
交
付
し
、
タ
ク
シ
ー

料
金
の
１
／
２
以
内
を
助
成
予
定
で

あ
る
が
、
詳
細
は
政
策
予
算
に
て
検

討
し
て
い
る
。
４
月
定
例
会
に
て

上
程
し
、
可
決
後
に
５
月
に
住
民
周

知
、
運
用
開
始
を
予
定
し
て
い
る
。

が
町
営
バ
ス
と
し
て
運
行
さ
れ
、

運
行
ダ
イ
ヤ
は
滝
川
方
面
行
Ｊ
Ｒ

に
合
わ
せ
て
い
る
の
で
、
妹
背
牛

木
村
議
員

 

商
工
業
店
舗
の
改
修
等

 

に
伴
う
助
成
に
つ
い
て

林
議
員

 

運
転
免
許
証
返
納
後
の

 

通
院
に
つ
い
て

沖
野
議
員

 

町
営
バ
ス
北
竜
妹
背
牛

 

線
の
運
行
に
つ
い
て
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町
の
「
わ
か
ち
愛
ひ
ろ
ば
」
前
で

深
川
行
き
７
時
の
便
は
20
分
、
北

竜
町
行
き
16
時
の
便
は
30
分
の
待

ち
時
間
が
必
要
と
な
る
。

　

深
川
方
面
の
通
学
・
通
院
の
利

用
者
が
多
い
現
状
に
あ
り
、
深
川

西
高
校
・
深
川
市
立
病
院
ま
で
の

直
通
運
行
は
出
来
な
い
の
か
理
事

者
に
伺
う
。

佐
々
木
町
長

　

町
営
バ
ス
北
竜
妹
背
牛
線
は
、

北
竜
町
地
域
公
共
交
通
計
画
並
び

に
地
域
内
フ
ィ
ー
ダ
ー
系
統
確
保

維
持
計
画
に
基
づ
き
運
行
を
予
定

し
て
い
る
。

　

バ
ス
や
列
車
の
そ
れ
ぞ
れ
の
ジ

ャ
ス
ト
タ
イ
ム
に
運
行
す
る
こ
と

は
、
現
行
の
バ
ス
１
台
で
は
困
難

で
あ
り
、
待
ち
時
間
を
30
分
程
度

い
た
だ
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も

の
と
考
え
て
い
る
。

　

ま
た
、
直
接
深
川
方
面
へ
の
運

行
は
現
行
の
国
の
補
助
シ
ス
テ
ム

で
は
、
深
滝
線
へ
の
接
続
に
対
し

て
の
補
助
や
特
別
交
付
税
措
置
が

な
さ
れ
て
い
る
が
、
重
複
区
間
の

妹
背
牛
深
川
間
は
自
家
用
有
償
旅

客
運
送
で
の
許
可
を
取
っ
て
い
る

た
め
運
賃
を
い
た
だ
き
な
が
ら
運

行
す
る
許
可
が
取
得
出
来
ず
、
無

償
運
送
と
な
り
運
行
経
費
が
全
額

町
単
費
と
な
る
。

　

ま
た
、
運
行
し
て
い
る
和
ハ
イ

ヤ
ー
は
、
乗
合
タ
ク
シ
ー
も
運
行
し

て
お
り
、
こ
ち
ら
の
運
行
時
間
に

も
影
響
が
出
て
く
る
状
況
と
な
っ

て
い
る
が
、
現
行
の
運
行
方
法
が

ベ
ス
ト
と
は
思
っ
て
な
く
、
利
用

者
の
意
見
を
伺
い
な
が
ら
、
皆
さ

ん
が
便
利
と
思
っ
て
も
ら
え
る
地

域
公
共
交
通
を
目
指
し
、
本
町
の

現
状
を
国
や
道
に
訴
え
、
制
度
改

革
な
ど
を
申
し
入
れ
て
い
き
た
い
。

沖
野
議
員

　

発
表
さ
れ
た
７
時
台
の
ダ
イ
ヤ

の
接
続
で
は
滝
川
方
面
の
高
校
生

は
遅
刻
寸
前
と
聞
い
た
が
、
ど
う

考
え
て
い
る
か
。

南
波
企
画
振
興
課
長

　

高
校
に
間
に
合
う
よ
う
に
至
急

調
整
を
と
る
。

沖
野
議
員

　

深
川
ま
で
の
直
通
運
転
が
可
能

に
な
れ
ば
待
ち
時
間
解
消
に
も
な

る
た
め
、
早
期
実
現
を
お
願
い
し

た
い
。

南
波
企
画
振
興
課
長

　

実
際
に
運
行
し
て
不
都
合
が
出

て
き
た
場
合
、
随
時
変
更
調
整
を

行
う
予
定
。

寺
垣
議
員

　

昨
今
、
円
安
と
新
型
コ
ロ
ナ
感

染
症
の
流
行
明
け
に
伴
う
海
外
か

ら
の
観
光
客
の
増
加
、
特
に
春
節

休
み
を
利
用
し
て
日
本
各
地
へ
の

観
光
客
を
冬
の
北
竜
町
に
誘
導
出

来
る
可
能
性
が
あ
る
と
思
う
が
、

理
事
者
の
考
え
を
伺
い
た
い
。

　
「
北
海
道
は
外
国
人
が
訪
れ
て
み

た
い
ベ
ス
ト
３
」
に
入
っ
て
お
り
、

北
竜
町
は
ひ
ま
わ
り
の
町
と
し
て

ネ
ー
ム
バ
リ
ュ
ー
が
あ
る
が
、
冬

の
間
、こ
の
北
竜
町
に
外
国
の
方
々

佐
藤
議
員

　

令
和
６
年
度
の
ひ
ま
わ
り
の
里

の
仮
設
展
望
台
は
い
つ
、
ど
の
く

が
お
こ
し
い
た
だ
け
る
可
能
性
は

ど
の
く
ら
い
あ
る
の
か
。

佐
々
木
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
里
活
性
化
協
議
会

で
も
、
ひ
ま
わ
り
ま
つ
り
以
外
に

集
客
を
見
込
め
る
も
の
が
必
要
で

あ
る
と
論
議
を
重
ね
、
ひ
ま
わ
り

ま
つ
り
の
期
間
を
一
か
月
程
度
延

長
す
る
こ
と
や
年
次
を
通
し
て
楽

し
め
る
も
の
を
鋭
意
模
索
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
る
。

　

現
在
、
ゆ
き
ん
こ
ま
つ
り
、
ア

イ
ス
キ
ャ
ン
ド
ル
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ら
い
の
規
模
で
設
置
予
定
か
、
ま

た
完
成
の
時
期
は
い
つ
に
な
る
の

か
、
理
事
者
に
伺
い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

ひ
ま
わ
り
の
里
の
仮
設
展
望
台

に
つ
い
て
は
、
道
路
や
施
設
の
適

切
な
配
置
、
場
所
に
よ
り
発
生
す

る
人
の
流
れ
な
ど
も
考
慮
し
、
ひ

ま
わ
り
の
里
整
備
基
本
計
画
の
見

直
し
に
あ
わ
せ
て
検
討
を
進
め
て

い
る
。

　

新
た
な
展
望
台
設
置
に
つ
い
て

は
令
和
６
年
度
で
は
本
格
的
な
工

シ
ョ
ン
マ
ッ
ピ
ン
グ
、
ま
た
は
ス

カ
イ
ラ
ン
タ
ン
な
ど
、
地
域
お
こ

し
協
力
隊
や
商
工
会
青
年
部
が
中

心
と
な
り
北
竜
町
の
冬
の
イ
ベ
ン

ト
を
実
施
し
て
い
る
。

　

誘
客
誘
導
と
し
て
、
早
急
な
イ

ン
バ
ウ
ン
ド
観
光
を
目
的
と
し
た
観

光
資
源
の
開
発
や
イ
ベ
ン
ト
を
作
り

上
げ
る
こ
と
は
で
き
な
い
が
、
ま
ず

町
民
が
楽
し
み
、
そ
の
模
様
を
Ｆ
ａ

ｃ
ｅ
ｂ
ｏ
ｏ
ｋ
や
イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

な
ど
の
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
活
用
し
な
が
ら
国

内
外
に
広
く
発
信
し
、
北
竜
町
へ
の

来
訪
者
及
び
応
援
し
て
下
さ
る
方
々

を
増
や
し
て
い
き
た
い
。

　

ま
た
、
町
内
企
業
か
ら
イ
ン
バ

ウ
ン
ド
支
援
要
請
が
あ
れ
ば
、
関

係
機
関
な
ど
と
も
連
携
を
図
り
な

が
ら
取
組
が
出
来
る
よ
う
検
討
し

て
ま
い
り
た
い
。

寺
垣
議
員

 

冬
期
間
に
お
け
る
イ
ン
バ
ウ

 

ン
ド
の
可
能
性
に
つ
い
て

佐
藤
議
員

 

ひ
ま
わ
り
の
里
の
仮
設

 
展
望
台
の
設
置
に
つ
い
て
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作
物
と
し
て
の
設
置
が
難
し
い
状

況
に
あ
り
、
今
年
度
予
算
で
は
仮

設
展
望
台
の
設
置
を
目
途
と
し
、

予
算
額
８
０
２
千
円
、
規
格
、
構

造
は
昨
年
同
様
の
地
上
１
２
２

cm
、
天
板
部
分
６
１
０
×
４
８
５

cm
で
７
月
上
旬
に
設
置
す
る
予
定

で
あ
り
、来
園
し
て
い
た
だ
く
方
、

町
民
の
皆
様
に
安
心
で
安
全
な
観

光
を
楽
し
ん
で
い
た
だ
け
る
設
備

に
な
る
よ
う
検
討
し
て
い
く
。

佐
藤
議
員

　

特
に
身
体
障
が
い
者
の
方
や
車

椅
子
の
方
が
昇
り
降
り
で
き
る
展

望
台
の
設
置
が
必
要
と
思
う
の

で
、
来
年
度
に
向
け
て
良
い
展
望

台
が
で
き
る
こ
と
を
期
待
す
る
。

澤
田
議
員

　

鹿
に
よ
る
農
作
物
被
害
が
年
々

増
加
、
熊
の
人
里
へ
の
出
没
が
地

域
を
問
わ
ず
著
し
い
。
本
町
に
お

い
て
も
昨
年
は
四
季
を
通
し
て
熊

の
出
没
が
あ
っ
た
。
本
町
の
有
害

鳥
獣
駆
除
対
策
に
つ
い
て
、
ハ
ン

タ
ー
の
数
は
即
応
で
き
る
体
制
に

な
っ
て
い
な
い
。

　

ロ
シ
ア
の
ウ
ク
ラ
イ
ナ
侵
攻
や

国
際
的
物
流
の
停
滞
か
ら
、実
包
、

火
薬
、
雷
管
の
入
手
が
厳
し
く
、

価
格
も
高
騰
し
続
け
て
お
り
、
従

来
の
町
の
鹿
駆
除
報
償
費
で
は
不

十
分
で
あ
り
、
熊
の
駆
除
に
至
っ

て
は
明
確
な
報
償
制
度
等
が
設
け

ら
れ
て
い
な
い
。
新
規
ハ
ン
タ
ー

の
狩
猟
免
許
の
取
得
も
時
間
が
か

る
上
実
働
と
な
る
ま
で
さ
ら
に
訓

練
が
必
要
で
あ
る
。

　

駆
除
制
度
は
当
初
に
比
較
す
る

と
現
状
は
大
き
く
変
化
し
て
い

る
。
鹿
の
駆
除
報
奨
費
、
使
用
実

包
の
代
金
清
算
、
熊
に
か
か
る
駆

除
の
報
償
費
制
度
の
検
討
、
専
門

の
地
域
お
こ
し
協
力
隊
の
導
入
が

喫
緊
の
課
題
と
感
じ
る
。
若
い
人

が
意
欲
を
持
て
る
よ
う
、
制
度
に

対
し
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
貰
い

た
い
が
、
町
と
し
て
の
考
え
を
伺

い
た
い
。

佐
々
木
町
長

　

今
ま
で
の
有
害
鳥
獣
駆
除
対
策

で
は
、
熊
の
駆
除
出
動
に
つ
い
て

明
確
化
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
。
令

和
５
年
秋
よ
り
駆
除
等
に
か
か
る

出
動
は
１
時
間
あ
た
り
３
、
０
０

０
円
の
報
酬
、弾
代
は
時
価
金
額
、

箱
罠
等
で
熊
の
対
応
出
役
に
か
か

っ
た
金
額
に
つ
い
て
北
竜
町
鳥
獣

被
害
防
止
対
策
協
議
会
へ
支
援
す

る
こ
と
に
し
た
。
令
和
６
年
度
に

は
熊
用
箱
罠
購
入
に
つ
い
て
補
助

申
請
を
予
定
。
有
害
鳥
獣
駆
除
担

い
手
と
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊

も
引
き
続
き
募
集
を
行
う
。

澤
田
議
員

　

５
年
前
、
島
牧
村
で
熊
が
民
家

の
あ
る
地
域
に
出
没
し
た
件
だ

が
、警
察
に
発
砲
許
可
を
願
う
が
、

夜
間
発
砲
は
鳥
獣
保
護
法
の
観
点

か
ら
違
反
事
案
で
あ
る
。

　

振
興
局
に
許
可
を
求
め
る
が

「
警
察
に
発
砲
許
可
を
も
ら
え
ば

良
い
」
と
、
徒
労
だ
け
が
か
か
り

駆
除
が
出
来
な
い
こ
と
が
あ
っ

た
。
警
察
と
振
興
局
と
の
両
者
間

に
町
が
関
わ
り
、
こ
う
い
っ
た
事

態
に
即
応
で
き
る
よ
う
努
力
し
て

い
た
だ
け
な
い
か
。

　

さ
ら
に
職
員
に
あ
っ
て
も
処
理

に
際
す
る
心
労
負
担
は
少
な
く
は

な
い
と
想
像
す
る
が
、
そ
れ
に
対

し
て
特
殊
勤
務
手
当
は
設
け
て
い

る
の
か
。

南
波
総
務
課
長

　

有
害
鳥
獣
に
関
し
て
特
殊
勤
務

手
当
に
つ
い
て
は
条
例
項
目
が
削

除
さ
れ
て
い
る
た
め
、
時
間
外
超

勤
手
当
で
対
応
し
て
い
る
。

佐
々
木
町
長

　

他
町
村
の
事
例
も
参
考
に
さ

ら
な
る
安
全
対
策
に
取
り
組
ん

で
い
く
。

澤
田
議
員

 

北
竜
町
の
有
害
鳥
獣

 

駆
除
対
策
に
つ
い
て

　

昨
年
12
月
に
一
大
決
心
を
し
、

今
年
１
月
よ
り
北
竜
町
議
会
議

員
と
な
り
、
新
た
な
日
々
を
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　

緊
張
の
中
、
初
の
議
会
定
例

会
、
自
分
だ
け
の
意
見
で
は
な

く
、
町
民
皆
様
の
声
を
聞
き
届

け
ら
れ
た
ら
と
、
私
に
出
来
る

事
が
あ
り
、
少
し
で
も
役
に
立

て
れ
ば
と
い
う
思
い
で
す
の
で
、

気
軽
に
声
を
か
け
て
い
た
だ
き

ご
意
見
を
い
た
だ
き
た
い
と
思

い
ま
す
。

　

脳
は
筋
肉
と
同
じ
で
何
歳
か

ら
で
も
鍛
え
ら
れ
る
そ
う
な
の

で
、
色
々
と
勉
強
し
北
竜
町
の
ま

ち
づ
く
り
に
役
立
て
ら
れ
る
よ

う
日
々
精
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

　

春
に
入
学
・
進
学
・
就
職
さ
れ

た
皆
様
方
も
新
た
な
日
々
を
緊

張
と
共
に
過
ご
し
、
少
し
は
慣
れ

て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し

ょ
う
か
。

　

失
敗
を
恐
れ
ず
に
色
々
と
経

験
し
、
前
に
進
ん
で
行
き
ま
し

ょ
う
。　
　
　
　
　

（
林　

佳
子
）
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令和６年第１回定例会（会期：３月１１日～１５日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：議長の為賛否無し

▽議　　　案　　　件　　　名　　 沖野 林 寺垣 佐藤 木村 澤田 尾﨑 中村

議会の委任による専決処分の報告について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

専決処分の承認を求めることについて
〔北竜町手数料条例の一部改正について〕

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

専決処分の承認を求めることについて
〔北竜町一般会計補正予算（第７号）について〕

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町表彰条例に基づく表彰について（６名） ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町と雨竜町における
自家用有償旅客運送に関する事務の委託に関する規約の廃止について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町犯罪被害者等支援条例の制定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町一般会計補正予算（第８号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町国民健康保険特別会計補正予算（第３号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町立診療所事業特別会計補正予算（第５号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町介護保険特別会計補正予算（第４号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計補正予算（第４号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業会計補正予算（第５号）について

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

令和５年度北竜町簡易水道事業会計補正予算（第５号）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町総合計画（後期基本計画）について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

北竜町高齢者保健福祉計画・介護保険事業計画の策定について ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ －

本会議における質疑の件数
質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

質疑
０件

－

（北竜町議会では予算議会における議員の賛否を公表することとしています）■議員の賛否の公表

※地方自治法第１１７条の規定により退室

予算審査特別委員会　　（３月１３日～１５日）
○：賛成　△：意見を付与して賛成　□：修正を求め賛成　×：反対　－：委員長・監査委員の為賛否無し

▽委　員　会　付　託　案　件　　 沖野 林 寺垣 佐藤 木村 澤田 尾﨑 中村

北竜町定住促進奨励金等の交付に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町商工業元気支援応援条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町第２号会計年度任用職員の給与等に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町第１号会計年度任用職員の報酬、期末手当及び費用弁償に関する
条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町介護保険条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町指定介護予防支援等の事業の人員及び運営並びに指定介護予防支援等に係る介
護予防のための効果的な支援の方法に関する基準等を定める条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

北竜町指定居宅介護支援等の事業の人員及び運営に関する基準等を定める
条例の一部改正について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○
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農産物加工実習センターの設置及び管理に関する条例の一部改正について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

公の施設に係る指定管理者の指定について（サンフラワーパーク） ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和６年度北竜町一般会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和６年度北竜町国民健康保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和６年度北竜町立診療所事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和６年度北竜町後期高齢者医療特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和６年度北竜町介護保険特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和６年度北竜町特別養護老人ホーム事業特別会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和６年度北竜町農業集落排水事業及び
個別排水処理事業会計予算について

○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

令和６年度北竜町簡易水道事業会計予算について ○ ○ ○ ○ ○ ○ － ○

予算審査特別委員会における質疑の件数
質疑
２件

質疑
１件

質疑
８件

質疑
１件

質疑
１件

質疑
17 件

－
質疑
５件

予算審査特別委員会においての議員質疑（意見附与・修正を求めた質疑）

質疑内容 答弁内容

・北竜版まちづくり会社設立支援事業について
将来の北竜町にとって、高齢化や人口減少に対応するために
重要な作業と考える。北竜町全体としてあらゆる業種の活性
化を推進するために、町民理解を第一に実施されたい。

この事業は個別の一つの新しい会社を設立すると
言うことでなく、今ある体制を網羅したなかで体
制を構築していくものであるため。進捗状況を随
時議会に報告させていただく。

・北竜町乗り合いタクシー事業について　
空知中央バス北竜～深川線の廃止や町内タクシー利用の不便
さから、利用のあり方に課題がある。ライドシェアのあり方
も含めて北竜町の実状に合わせた交通対策を構築されたい。

深川線廃止に伴う町営バスの運行、合わせてそれ
を補う形でのタクシー利用料助成事業を始める。
町営バスは朝一便増便したが、今後も検証を重ね
て改善していく。

・空き家対策について
これまで空き家対策については、移住・定住につながる取組
がとられていない状況にある。近年、全国的に田園回帰や移
住・定住対策がマスコミで取り上げられ、地方自治体におい
ても廃屋となる空き家をリノベーションして有効活用してい
る市町村も多く見受けられることから、先進自治体を参考に
しながら北竜町への移住や定住に活用する努力をされたい。

空き家対策については４月政策予算に向け検討し
ている。検討のなかで、不動産鑑定士、土地家屋
調査士等の専門業者に相談する話も出ているので、
検討状況を伝えていく。

・サンフラワーパーク北竜温泉の指定管理委託について
指定管理とは、民間活力導入による効率的経営を行う事が目
的である。しかし、北竜振興公社が指定管理委託を受けてい
るが、民間活力が発揮されているとは言いがたい状況が見受
けられる。人口減少対策や雇用・労働環境の維持、ひまわり
を活用した観光や町民の福祉と健康に資する施設として重要
な位置づけにあるが、町として大きな経済的な負担が伴う事
業でもあり、本旨を忘れることなく経営改善に努力されたい。

利益が一番出るのは「食」レストラン部門であり、
調理師の面接も行う予定がある。ＰＲについては、
観光全体的なＰＲ活動の検討を行っていく。

・商業活性化施設ココワ移動販売システム構築事業について
現在、雨竜町から週１回ココワに雨竜町民を乗せた買い物バ
スが運行しているが、移動販売システムの構築と合わせて両
町協議のもとで北竜温泉の利用も含めた相互利用事業の検討
をされたい。

雨竜の担当に確認をしたが、週一便以上の増便を
希望する声はない。そこに北竜町から増便を申し
出ることは考えていない。
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今
月
の
行
政
相
談

北竜町地域子育て支援センター
℡３４ー８８０２

○日時　５月８日（水）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　絵本で遊ぼう！「絵本の読み聞かせ」

ピカピカキッズ
○日時　５月17日(金）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　講話「トイレトレーニング」

○日時　５月22日(水）10:00～11:30

　場所　子育て支援センター室

　内容　お散歩「ひなたぼっこ」

（対象：１歳児～）

　

毎
日
の
暮
ら
し
の
中
で
行
政
が

行
っ
て
い
る
年
金
、
道
路
、
河
川
、

窓
口
サ
ー
ビ
ス
等
に
対
す
る
、
不

満
や
苦
情
、
ま
た
は
要
望
や
意
見

な
ど
を
受
け
付
け
て
い
ま
す
。

　

相
談
は
無
料
で
、
口
頭
・
電
話
・

手
紙
で
の
相
談
は
い
つ
で
も
受
け

付
け
て
い
ま
す
。

【
今
月
の
定
例
相
談
日
】

　

５
月
21
日(

火)

　

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

【
場
所
】

　

老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

【
行
政
相
談
委
員
】

　

長
谷
川
秀
幸

　

℡
３
４
‐
２
６
１
１

■夜間急病テレホンセンター ℡ 22-4100
※急病のため夜間・深夜・土曜日の午後から診療を受ける場合は、
　夜間急病テレホンセンターに電話をしてから受診してください。

月日 医 療 機 関 名 医療機関名（歯科）※診療時間
は9時～12時

5/3
 （金）

深川市立病院
℡ 22-1101

5/4
 （土）

深川市立病院
℡ 22-1101

5/5
 （日）

深川市立病院
℡ 22-1101

塚本歯科医院
℡ 0125-23-2508

5/6
 （月）

深川市立病院
℡ 22-1101

5/12
 （日）

深川市立病院
(担当医・深川第一病院
 所長 小松英樹）

℡ 22-1101

グリーン歯科クリニック
℡ 0125-54-3434

5/19
 （日）

深川市立病院
(担当医・たかはし内科消化器内科
 院長 高橋公平）

℡ 22-1101

渋谷歯科医院
℡ 0125-22-1737

5/26
 （日）

深川市立病院
(担当医・みきた整形外科クリニック
 院長 三木田 光）

℡ 22-1101

杉村歯科医院
℡ 0125-24-1354

休 日 当 番 医

ちびっこひろば

高
齢
者
運
転
免
許
証

自
主
返
納
時
の
無
料
送
迎
日

　

65
歳
以
上
の
方
で
、
運
転
免
許

証
を
自
主
返
納
さ
れ
る
方
を
対
象

に
自
宅
か
ら
沼
田
警
察
署
ま
で
無

料
送
迎
を
行
い
ま
す
。

【
５
・
６
月
の
無
料
送
迎
日
】

■
５
月
20
日
（
月
）

※
申
し
込
み
期
限
５
月
15
日（
水
）

■
６
月
20
日
（
木
）

※
申
し
込
み
期
限
６
月
17
日（
月
）

【
申
し
込
み
先
】

　

役
場
総
務
課
庶
務
係

　

℡
３
４
‐
７
０
２
８

人
権
擁
護
委
員
の

再
任
に
つ
い
て

　

碧
水
町
内
会 

瀨
戸
照
代
さ
ん

が
人
権
擁
護
委
員
に
再
任
さ
れ
ま

し
た
。

　

人
権
擁
護
委
員
は
、
地
域
の
皆

さ
ん
か
ら
人
権
相
談
を
受
け
（
秘

密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
）、
問
題

解
決
の
お
手
伝
い
を
し
た
り
、
法

務
局
の
職
員
と
協
力
し
て
人
権
侵

害
に
よ
る
被
害
者
の
救
済
を
し
た

り
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
人
権
に
つ

い
て
関
心
を
持
っ
て
も
ら
え
る
よ

う
な
啓
発
活
動
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

尚
、
現
在
町
内
の
人
権
擁
護
委

員
は
、
次
の
方
々
で
す
。

■
西　

川　
　

澤
田 

正
人 

氏

■
碧　

水　
　

瀨
戸 

照
代 

氏

■
和
本
町　
　

藤
井 

光
子 

氏



2727 令和６年５月号令和６年５月号

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の

時
間
外
窓
口
に
つ
い
て

　

左
記
の
日
程
で
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
関
連
手
続
き
の
窓
口
を
開

設
し
ま
す
。
事
前
の
電
話
予
約
が

必
要
と
な
り
ま
す
の
で
お
間
違
い

の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。

※
時
間
外
窓
口
で
は
転
入
・
転
居
・

転
出
な
ど
の
住
所
の
移
動
、
印
鑑

登
録
、
証
明
書
発
行
業
務
等
は
行

い
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

【
日
時
】　
５
月
20
日
（
月
）
～

　
　
　
　

５
月
24
日
（
金
）

　
　
　
　

い
ず
れ
も
午
後
７
時
迄

　
　
　
　

※
電
話
予
約
必
須

　
　
　

【
場
所
】　
す
こ
や
か
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

住
民
課
窓
口

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

役
場
住
民
課
戸
籍
年
金
係

　

℡
３
４
‐
７
０
３
０

令
和
６
年
度

    

自
衛
官
等
募
集
案
内

●
自
衛
官
候
補
生

【
応
募
資
格
】　

日
本
国
籍
を
有
し
、

採
用
予
定
月
の
１
日
現
在
、
18
歳

以
上
33
歳
未
満
の
男
女

【
受
付
期
間
】　

通
年

【
試
験
期
日
】

　

６
月
９
日
（
日
）・
10
日
（
月
）

　

の
う
ち
い
ず
れ
か
１
日

【
試
験
会
場
】

　

陸
上
自
衛
隊
旭
川
駐
屯
地

　

（
旭
川
市
春
光
町
）

【
問
い
合
わ
せ
先
】

■
自
衛
隊
旭
川
地
方
協
力
本
部

　

南
地
区
隊

 

℡
０
１
６
６
‐
５
５
‐
０
１
０
０

■
役
場
総
務
課
庶
務
係

 

℡
３
４
‐
２
１
１
１

■
募
集
相
談
員

　

高
橋
敬
子
・
松
本
浩
章

自
動
車
税
種
別
割
の

納
期
限
は
５
月
31
日
で
す

　

自
動
車
税
種
別
割
は
４
月
１
日

現
在
の
登
録
に
基
づ
い
て
課
税
さ

れ
、
納
税
通
知
書
が
５
月
７
日
に
発

送
さ
れ
ま
す
。
使
用
し
な
い
自
動

車
は
登
録
を
抹
消
し
て
く
だ
さ
い
。

次
の
場
合
は
手
続
き
が
必
要
で
す
。

● 

住
所
が
変
わ
っ
た
と
き

● 

自
動
車
を
売
買
し
た
と
き

● 

自
動
車
を
廃
車
に
し
た
と
き

　

各
種
登
録
手
続
き
に
つ
い
て
は
、

北
海
道
運
輸
局
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（https://wwwtb.mlit.go.jp/

hokkaido/

）
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　

次
の
場
合
は
、
深
川
道
税
事
務

所
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

①
納
税
通
知
書
が
届
か
な
い
と
き

②
や
む
を
得
ず
納
期
限
ま
で
に
一

括
納
付
が
困
難
な
と
き

【
問
い
合
わ
せ
先
】

　

深
川
道
税
事
務
所

　

℡
２
３
‐
３
５
７
８

こ
こ
ろ
の
相
談

　

深
川
保
健
所
で
は
、
こ
こ
ろ
の

健
康
に
つ
い
て
専
門
の
医
師
に
よ

る
無
料
相
談
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

相
談
を
希
望
す
る
場
合
は
、
一
週

間
前
ま
で
に
お
電
話
に
よ
る
事
前

予
約
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
秘
密

は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

【
相
談
内
容
例
】

　

眠
れ
な
い
日
が
続
き
や
る
気
が

起
こ
ら
な
い
、
こ
こ
ろ
が
落
ち
込

み
何
も
し
た
く
な
い
、
子
供
の
心

配
事（
不
登
校
・
引
き
こ
も
り
な
ど
）

【
相
談
日
時
】

■
令
和
６
年

５
月
20
日(

月)

・
６
月
７
日(

金)

７
月
17
日(

水)

・
９
月
20
日(

金)

10
月
21
日(

月)

・
11
月
18
日(

月)

12
月
20
日(

金)

■
令
和
７
年

１
月
20
日(

月)

・
２
月
17
日(

月)

３
月
21
日(

金)

〇
月
曜
日
・
水
曜
日

　

(

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分)

〇
金
曜
日

　

(

午
後
２
時
～
４
時
30
分)

　

６
月
７
日
の
み
午
後
３
時
ま
で

【
場
所
】　

深
川
保
健
所

【
問
い
合
わ
せ
先
】　

深
川
保
健
所

　

健
康
推
進
課
健
康
支
援
係

　

℡
２
２
‐
１
４
２
１

デ
ジ
タ
ル
ア
メ
ダ
ス
ア
プ
リ

北
海
道
先
行
実
施

　

気
象
予
報
な
ど
に
活
用
し
て
い

る
「
ア
メ
ダ
ス
」
は
、
観
測
機
器

が
設
置
し
て
あ
る
地
点
の
デ
ー
タ

し
か
示
す
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で

し
た
が
、
気
象
庁
は
気
象
衛
星
の

観
測
デ
ー
タ
も
活
用
し
、
ス
ー
パ

ー
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
ー
で
予
測
す
る

こ
と
で
、
観
測
機
器
が
な
い
地
点

で
も
、
１
キ
ロ
四
方
で
ほ
ぼ
正
確

な
情
報
を
得
る
こ
と
が
で
き
る

「
デ
ジ
タ
ル
ア
メ
ダ
ス
」
を
開
発

し
ま
し
た
の
で
、
お
知
ら
せ
い
た

し
ま
す
。

　

ア
プ
リ
の
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
は
、

Ａ
ｐ
ｐ　

Ｓ
ｔ
ｏ
ｒ
ｅ
ま
た
は
Ｇ

ｏ
ｏ
ｇ
ｌ
ｅ 

Ｐ
ｌ
ａ
ｙ
に
て「
デ

ジ
タ
ル
ア
メ
ダ
ス
」
で
検
索
し
て

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
出
来
ま
す
。
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悪
質
業
者
は
、

　
う
・
そ
・
つ
・
き
！

自
転
車
の

　
　
安
全
利
用
の
促
進

■
悪
質
商
法
の
被
害
に
あ
わ
な

い
た
め
の
ポ
イ
ン
ト

【
う
】う
ま
い
話
を
信
用
し
な
い
！

う
ま
い
話
、
絶
対
に
も
う
か
る
話

に
は
、
必
ず
大
き
な
落
と
し
穴
。

【
そ
】
そ
う
だ
ん
す
る
！

ひ
と
り
で
判
断
せ
ず
、
家
族
・
知

人
・
相
談
機
関
に
相
談
を
。

【
つ
】つ
ら
れ
て
返
事
を
し
な
い
！

す
ぐ
に
契
約
し
な
い
！

悪
質
業
者
は
、
言
葉
巧
み
に
す
ぐ

契
約
す
る
よ
う
に
迫
っ
て
き
ま
す
。

【
き
】
き
っ
ぱ
り
！
は
っ
き
り
！

断
る
！

あ
い
ま
い
な
返
事
を
せ
ず
、
キ
ッ

パ
リ
！ 

ハ
ッ
キ
リ
！ 

断
る
！

　

令
和
５
年
中
、
北
海
道
に
お
い

て
自
転
車
乗
車
中
に
亡
く
な
ら
れ

た
方
は
７
人
で
、
前
年
よ
り
も
５

人
減
少
し
ま
し
た
が
、
自
転
車
が

関
係
す
る
人
身
事
故
は
１
，

３
０
０
件
以
上
発
生
す
る
な
ど
前

年
を
上
回
る
結
果
と
な
り
ま
し
た
。

①
交
通
ル
ー
ル
・
マ
ナ
ー
を
守
る

　

自
転
車
は
子
ど
も
か
ら
高
齢
者

ま
で
幅
広
い
世
代
で
使
用
さ
れ
る

乗
り
物
で
あ
り
ま
す
が
、
交
通
ル

ー
ル
や
マ
ナ
ー
を
守
ら
な
け
れ
ば

い
け
ま
せ
ん
。

　

自
転
車
は
「
軽
車
両
」
で
あ
り
、

車
の
仲
間
で
す
。
信
号
や
停
止
場

所
で
の
一
時
停
止
、
歩
行
者
優
先

な
ど
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守

り
、
交
通
事
故
防
止
に
努
め
ま
し

ょ
う
。　
　

②
ヘ
ル
メ
ッ
ト
着
用
促
進

　

令
和
５
年
４
月
１
日
か
ら
自
転

車
利
用
者
に
対
す
る
ヘ
ル
メ
ッ
ト

着
用
が
努
力
義
務
と
な
り
ま
し
た
。

　

頭
部
の
損
傷
は
致
命
傷
と
な
っ

た
り
、
重
度
の
後
遺
症
が
残
る
場

合
が
あ
り
ま
す
。
事
故
の
衝
撃
か

ら
頭
部
を
守
る
た
め
、
必
ず
ヘ
ル

メ
ッ
ト
を
着
用
し
ま
し
ょ
う
。

③
自
転
車
動
画
の
紹
介

　

北
海
道
警
察
で
は
、
自
転
車
の

交
通
ル
ー
ル
遵
守
に
関
す
る
動
画

を
作
成
し
て
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲

載
し
て
い
ま
す
。（YouTube

北
海

道
警
察
公
式
チ
ャ
ン
ネ
ル
「
再
確

認
！
自
転
車
の
交
通
ル
ー
ル
」）

④
知
っ
て
い
ま
す
か
？
自
転
車
運

転
者
講
習
制
度

  

自
転
車
の
講
習
に
関
し
一
定
の

違
反
行
為
（
信
号
無
視
、
通
行
禁

止
違
反
等
）
を
３
年
以
内
に
２
回

以
上
行
っ
た
場
合
、
公
安
委
員
会

か
ら
自
転
車
運
転
者
講
習
の
受
講

が
命
じ
ら
れ
ま
す
。

北竜町の事件・事故の発生状況（３月末現在）

犯罪の発生件数 交通事故の発生件数

空き巣
工事場
狙い

置き
引き

暴行 その他 合計

2024年 ０ ０ ０ ０ ０ ０

2023年 ０ ０ １ ０ １ ２

人 身 事 故 物 損 事 故

2024年 ０ 2024年 ４

2023年 ２ 2023年 52

まちの動き
４月１日現在（前月比）

世帯数　７８８世帯(－１)
 人口 １, ６２４人(－14)
　男　　　７７２人(－７)
　女　　　８５２人(－７)

(外国人含)

令
和
６
年
度
調
理
師
試
験

令
和
６
年
度
調
理
師
試
験
が
次
の

通
り
実
施
さ
れ
ま
す
。

【
試
験
期
日
】　

８
月
22
日
（
木
）

　

午
後
１
時
30
分
～
午
後
４
時

【
試
験
地
】  

旭
川
市

【
願
書
受
付
期
間
】

　

５
月
７
日(

火)

～
17
日
（
金
）

※
郵
送
の
場
合
は
５
月
17
日
ま
で

の
消
印
が
あ
る
も
の
に
限
り
受
付

け
ま
す
。

【
受
験
資
格
】

　

令
和
６
年
５
月
17
日
ま
で
に
２

年
以
上
調
理
の
業
務
に
従
事
し
た

方
（
詳
細
は
お
問
合
せ
下
さ
い
）。

【
提
出
書
類
】

・
調
理
師
試
験
受
験
願
書

・
調
理
師
試
験
受
験
者
整
理
カ
ー
ド

・
調
理
師
試
験
入
力
通
知
書

【
受
験
手
数
料
】　

６
，
９
０
０
円

　
　
　
　
　

(

北
海
道
収
入
証
紙)

【
合
格
発
表
】　
10
月
11
日(

金)

【
願
書
配
布
・
問
い
合
わ
せ
先
】

　

深
川
保
健
所

　

℡
２
２
‐
１
４
２
１



2929 令和６年５月号令和６年５月号

　

４
月
１
日
付
け
で
北
竜
消
防

団
幹
部
が
新
体
制
と
な
り
ま
し

た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■
団
本
部

　

団　

長　
　

中
山
成
幸

　

副
団
長　
　

鵜
飼
孝
志

■
第
1
分
団

　

分
団
長　
　

藤
井
明
紀
【
新
】

　

副
分
団
長　

髙
橋
孝
行
【
新
】

　

部
長　
　
　

佐
藤
綾
人

　

〃　
　
　
　

吉
田　

巧
【
新
】

　

班
長　
　
　

松
本
和
宏

　

〃　
　
　
　

小
松　

修

　

〃　
　
　
　

藤
田
大
輔
【
新
】

　

〃　
　
　
　

髙
田
昌
幸
【
新
】

■
第
２
分
団

　

分
団
長　
　

山
本
光
也

　

副
分
団
長　

干
場　

守
【
新
】

　

部
長　
　
　

鈴
木
公
洋
【
新
】

　

〃　

      

江
田　

正
【
新
】

　

班
長　
　
　

辻　

洋
平

　

〃　
　
　
　

髙
田
幸
喜

　

〃　
　
　
　

朝
倉
億
法
【
新
】

　

〃　
　
　
　

山
外
明
人
【
新
】

  

令
和
６
年
度

  

　
北
竜
消
防
団
新
体
制

様
変
わ
る
交
通
網
や
雁
帰
る 

　
　
　
　
　
　
　
山
本
玲
子

春
兆
す
バ
ッ
ク
ネ
ッ
ト
の
大
背
伸
び 

　
　
　
　
山
岸
正
俊

大
銀
杏
結
え
ぬ
二
人
の
浪
花
場
所 

　
　
　
　
　
吉
尾
広
子

新
茶
汲
み
尽
き
ぬ
話
や
姉
妹 

　
　
　
　
　
　
　
阿
部
れ
い
子

北
国
や
農
の
始
ま
る
雪
飛
ば
し 

　
　
　
　
　
　
山
下
好
晴

国
訛
混
じ
り
白
鳥
帰
路
急
ぐ 

　
　
　
　
　
　
　
中
島
雅
子

巡
り
来
し
春
光
四
方
礼
を
し
て 

　
　
　
　
　
　
宮
脇
美
和
子

五
線
譜
を
な
ぞ
り
歌
う
や
恋
雀 

　
　
　
　
　
　
佐
藤
美
智
子

■
お
悔
や
み
申
し
上
げ
ま
す

美
葉
牛　

平
林　

里
美　

氏

  　
　
　
　
　

 

78
歳（
３
月
７
日
）

和
東
町　

杉
本　
　

忠　

氏

  　
　
　
　
　

 
100
歳（
３
月
10
日
）

桜　

岡　

錠
者　

豊
子　

氏

  　
　
　
　
　

 

95
歳（
３
月
14
日
）

三　

谷　

杉
本　

和
子　

氏

  　
　
　
　
　

 

91
歳（
３
月
16
日
）

和　
　
　

関
口　

勝
惠　

氏

  　
　
　
　
　

 

80
歳（
３
月
16
日
）

生
前
の
お
礼
と
し
て

  

社
会
福
祉
協
議
会
へ

　

  

美
葉
牛　

平
林　

和
美 　

様

　

  

和
東
町　

杉
本　
　

利 　

様

　

  

桜　

岡　

錠
者　
　

敏 　

様

　

  

三
谷　
　

杉
本　

徳
夫 　

様

　

  

和　
　
　

関
口　
　

一 　

様

  
北
竜
町

　

ひ
ま
わ
り
長
寿
会
連
合
会
へ

　

  
和
東
町　

杉
本　
　

利 　

様

父　

渡
邊　

隼
斗 

さ
ん

母　
　
　
　

美
香 

さ
ん

渡
邊 

結ゆ

づ

き月 

ち
ゃ
ん

令
和
５
年
４
月
10
日
生
ま
れ

や
ん
ち
ゃ
な
お
兄
ち
ゃ
ん
に
負
け

な
い
位
、
元
気
い
っ
ぱ
い
！

音
楽
が
流
れ
る
と
ノ
リ
ノ
リ
♪
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気をつけよう！ 糖分の取り過ぎ

（担当：田中　望美）

【 第４１回 】

　５月になり農作業も忙しさを増し、休憩としておやつやジュースを口にすることも多くなって

きたのではないでしょうか。糖質は私たちの体のエネルギー源として欠かせない栄養素ですが、

甘い物がやめられず取り過ぎると、身体が接種カロリーを消費しきれず、肥満や生活習慣病につ

ながってしまします。

　「食事バランスガイド」（厚生労働省）によると菓子・嗜好飲料の目安は「１日２００Kcal

以内」と言われています。おやつタイムの際は、食べたおやつが何カロリーであるか成分

表示をみて、日々どれくらいの糖分やカロリーを接種しているかチェックしてみましょう。

　太るとわかっていてもついついお菓子がやめられないのは、糖分をとると脳から幸福感を感じ

るホルモンが分泌されるためと言われています。欲求のままに糖分を取り過ぎず、適度なおやつ

の量を心がけ、『肥満症』や『糖尿病』を予防しましょう。

● 認知症物忘れ相談  27日（月）10:00～12:00　碧水地域支え合いセンター

 28日（火）10:00～12:00　ココワ研修室

５月の
保健・介護予防

行事 ※変更になる場合がありますので、防災無線等でご確認ください。

●「甘いものがやめられない」その訳は？●「甘いものがやめられない」その訳は？

① １日３食しっかり食べよう

　活動に必要なエネルギーは食事から摂ることが理想です。

野菜やきのこ類、また肉や魚などのたんぱく質も合わせて

栄養バランスのよい満腹感が得られるメニューを心がけましょう。

② 趣味やストレッチなどでストレス解消しよう

　ストレスや疲れがたまった際には甘い物が食べたくなりますが、軽い運動をするな

どして気晴らしをし、甘い物から離れましょう。

③ 十分に睡眠をとろう

　睡眠不足は、空腹感・満腹感を調整するホルモンバランスが崩れ、過食の原因にな

ります。食欲の増えすぎ、過食を防ぐために、十分な睡眠を心がけましょう。

■甘い物を取り過ぎないために！ ３つの対処法

出典：農林水産省 Webサイト「200Kcalのおかしの目安」
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　地域おこし協力隊の中野千晶さんと西島保秀さんが３

月に開催した親子料理教室で大好評だったドリンクレシ

ピをご紹介します。 左：中野千晶さん　右：西島保秀さん左：中野千晶さん　右：西島保秀さん

地域おこし協力隊員発信地域おこし協力隊員発信
ほくりゅうレシピほくりゅうレシピ Vol.16Vol.16

【モカジャバ】

■作り方

・牛乳 … ３５０ｍｌ

・チョコレートシロップ … 大さじ２

・インスタントコーヒー … 大さじ２

・ホイップクリーム … お好みで

■材料

①

②

③

容器に牛乳、チョコレートシロップ、

インスタントコーヒーを入れて、よく混ぜる。

氷を入れたコップに①を注ぐ。

ホイップクリームをのせる。

お好みでホイップクリームの上にチョコレ

ートシロップをかける。

【サンフラワーパーク北竜温泉　℡３４－３３２１】

■「北竜町産のひまわり油と■「北竜町産のひまわり油と
     浜頓別町産ほたて干貝柱のドレッシング」     浜頓別町産ほたて干貝柱のドレッシング」

新登場！新登場！

浜頓別町との共同開発
浜頓別町との共同開発

　ひまわりライスの販売などを通じて交流のある浜頓別町と北竜町　ひまわりライスの販売などを通じて交流のある浜頓別町と北竜町

の共同開発によるドレッシングが登場しました。浜頓別町特産ホタの共同開発によるドレッシングが登場しました。浜頓別町特産ホタ

テのうま味や昆布のうま味に加え、オレイン酸豊富な北竜町産ひまテのうま味や昆布のうま味に加え、オレイン酸豊富な北竜町産ひま

わり油にごま油をブレンド。塩味をベースに素材を活かした、コクわり油にごま油をブレンド。塩味をベースに素材を活かした、コク

のある深い味わいが特徴の塩ドレッシングです。サラダはもちろん、のある深い味わいが特徴の塩ドレッシングです。サラダはもちろん、

モヤシやキュウリのおひたしなど様々な用途にお使い頂けます。モヤシやキュウリのおひたしなど様々な用途にお使い頂けます。

　北竜町内ではサンフラワーパーク北竜温泉や、ココワで販売して　北竜町内ではサンフラワーパーク北竜温泉や、ココワで販売して

います。是非ご賞味ください！います。是非ご賞味ください！

商 品 名：「うま塩！北竜町産ひまわりの油と商 品 名：「うま塩！北竜町産ひまわりの油と

　　　　　 浜頓別町産ほたて干貝柱のドレッシング」　　　　　 浜頓別町産ほたて干貝柱のドレッシング」

販売価格：７５６円（税込）販売価格：７５６円（税込）

内 容 量：１５０ｍｌ内 容 量：１５０ｍｌ
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　令和７年の２０歳を祝う会（旧成人

式）を次の通り開催しますのでお知ら

せいたします。式典のご案内は右記対

象者へ１１月中旬頃に送付します。

【問い合わせ先】教育委員会社会教育係　 ℡０１６４－３４－２５５３

と　き：令和７年１月４日(土)

ところ：北竜町公民館　大ホール

① 北竜町に住民登録されている方

　 (平成１６年４月２日～１７年４月１日生まれの方)

② 北竜町出身で現在町外に居住されている方

　 (ご家族が北竜町に在住されている方)

③ 本人が中学校卒業時まで在籍していた方

※①～③に該当せず、以前本町に居住していた方で式典に

　出席を希望される方は、教育委員会へご連絡ください。

国民年金保険料は国民年金保険料は
　　前納支払いがお得です!!　　前納支払いがお得です!!

　令和６年度の国民年金保険料は、１ヶ月１６，９８０円です。

この保険料をまとめて現金払いする事により割引があります。また、口座振替の場合は、当月分を

その月の末日までに支払う【早割】や６ヵ月・１年・２年前納などの割引制度があります。

《令和６年度国民年金保険料の現金納付と口座振替の比較》

※「割引額」は「毎月納付」（通常納付）した場合との差額を示しています。

１ヶ月分 ６ヶ月分

保険料額 割引額割引額 保険料額 割引額割引額

毎月納付 １６，９８０円 ― １０１，８８０円 ―

現金納付(前納) ― ― １０１，０５０円 　８３０円

口座振替(前納) １６，９２０円 ６０円（早割） １００，７２０円 １，１６０円

クレジット １６，９８０円 ― １０１，０５０円 　８３０円

１年度分 ２年度分

保険料額 割引額割引額 保険料額 割引額割引額

毎月納付 ２０３，７６０円 ― ４１３，８８０円 ―

現金納付（前納） ２００，１４０円 ３，６２０円 ３９８，５９０円 １５，２９０円

口座振替（前納） １９９，４９０円 ４，２７０円 ３９７，２９０円 １６，５９０円

クレジット ２００，１４０円 ３，６２０円 ３９８，５９０円 １５，２９０円

■ 問い合わせ先　役場住民課戸籍年金係　℡３４－７０３０

２２００歳を歳を祝う祝う会会開催のお知開催のお知らせらせ令和７年令和７年
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　生後９１日以上の犬を所有されている方は、畜犬登録が必要です。また、狂犬病予防注射を毎

年１回受けなければなりません。町では、本年度も下表のとおり狂犬病予防注射の集合接種を実

施しますので、最寄りの会場で予防注射をお受けください。

　なお未登録の犬を所有されている方は、住民課窓口で事前に登録申請するか、予防注射の会場

で申し出てください（※死亡した犬がいる場合についてもご連絡ください）。

月日 時間 場所

9:00～9:05 美葉牛研修センター前

9:15～9:25 岩村コミセン前

9:30～9:40 古作会館前

9:55～10:00 西山治男宅前

10:05～10:10 ひまわり青年会館前

10:15～10:30 板谷コミセン前

10:35～10:40 宮井扶美江宅前

月日 時間 場所

10:40～10:45 川瀬崇宅前

10:50～11:00
北竜ダンボール横

（旧老人憩いの家跡地）

11:05～11:10 和コミセン前

11:15～11:25 農村環境改善センター前

11:30～11:40 旧瑞穂会館前

11:50～11:55 服部政二宅前

■登録料　１頭　３，０００円 ■予防注射料（注射済票含む）１頭　３，２４０円

※お釣りの無いようにご準備ください。

畜犬登録 と 狂犬病予防注射

５
月
13
日
（
月
）

５
月
13
日
（
月
）

　今年度から蓄電池の設置に対しても補助の対象とします。さらに、北海道の補助金を活用し、条件

を満たせば補助金額を加算します。

○申込方法
　交付要綱（役場建設課にあります。町のホームページでも入手できます）をご覧になり、必要書類を

　役場建設課に提出願います。

○補助金額
　■町単独　　 【太陽光発電システム】　　 発電容量１ｋｗ当たり７万円（上限２８万円）

　  　　　　　 【定置用蓄電池システム】   発電容量１ｋｗ当たり１万円（上限４万円）

　■加算《※》  【太陽光発電システム】　　 発電容量１ｋｗ当たり２万円（上限８万円）

　  　　　　　 【定置用蓄電池システム】   発電容量１ｋｗ当たり１万円（上限４万円）

《※》加算を受けるには下記加算条件を全て満たす必要があります

　・既存住宅への設置（新築住宅は加算対象外）
　・太陽光発電システムと蓄電池の同時設置、又は既存の太陽光発電システムに接続する蓄電池の新設
　・太陽光発電モジュールの容量が１０ｋｗ未満（ＰＣＳ容量は不問）
　・蓄電容量が１７．７６ｋｗｈ未満

○申込期間（令和６年度）　：　令和６年５月１日から１２月２０日まで

※町のホームページにて、町内での過去の発電実績を公表していますので是非ご覧ください。

 太陽光発電システム等設置補助金 太陽光発電システム等設置補助金のの
 令和６年度分の受付 令和６年度分の受付を開始しますを開始します

北竜町住宅用北竜町住宅用

【問い合わせ先：役場建設課建築住宅係　℡３４－７０３４　内線２６３】

【問い合わせ先 ： 役場住民課町民生活係　℡３４－７０３０】
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日
頃
よ
り
本
土
地
改
良
区
の
運
営

並
び
に
土
地
改
良
事
業
の
推
進
に
特

段
の
ご
理
解
を
い
た
だ
き
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
年
元
旦
に
石
川
県
能
登
地
方
を

震
源
と
す
る
『
令
和
６
年
度
能
登
半

島
地
震
』
が
発
生
し
、
北
陸
地
域
を

中
心
に
甚
大
な
被
害
が
発
生
し
ま
し

た
。
お
亡
く
な
り
に
な
ら
れ
ま
し
た

方
の
ご
冥
福
を
衷
心
よ
り
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
被
災
さ
れ
ま

し
た
皆
様
に
心
よ
り
お
見
舞
い
申
し

上
げ
ま
す
。

　

昨
年
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

が
一
段
落
し
、
よ
う
や
く
通
常
生
活

へ
戻
り
つ
つ
あ
る
中
、
当
区
に
お

い
て
は
、
７
月
22
日
に
国
営
か
ん
ぱ

い
（
雨
竜
川
中
央
地
区
）
で
造
成
さ

れ
ま
し
た
美
葉
牛
幹
線
用
水
路
（
Ｆ

Ｍ
Ｐ
Ｍ
管
１
、
３
５
０
mm
）
に
お
い

て
給
水
栓
か
ら
用
水
が
供
給
さ
れ
な

い
こ
と
に
加
え
、
幹
線
用
水
路
か
ら

漏
水
が
確
認
さ
れ
る
突
発
事
故
が
発

生
し
ま
し
た
。
こ
の
事
故
発
生
よ
り
、

水
掛
面
積
６
７
３
ha
（
当
区
受
益
の

約
25
％
）
へ
送
水
が
出
来
な
い
状
況

と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
間
、
関
係
機

関
か
ら
の
ご
支
援
も
あ
っ
て
河
川
か

ら
の
緊
急
取
水
を
行
い
、
給
水
ポ
ン

プ
及
び
給
水
車
等
に
よ
り
農
業
用
水

を
何
と
か
確
保
し
供
給
す
る
こ
と
が

で
き
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

今
回
の
事
故
は
、
水
の
必
要
な
通

水
期
間
中
に
発
生
し
て
お
り
、
用
水

供
給
確
保
が
で
き
な
か
っ
た
こ
と
を

考
え
れ
ば
、
農
作
物
の
生
育
に
甚
大

な
被
害
を
も
た
ら
す
こ
と
が
第
一
に

考
え
ら
れ
と
こ
ろ
で
あ
り
、
早
急
に

災
害
対
策
本
部
が
立
ち
上
が
り
、
国
、

道
、
北
竜
町
、
地
元
建
設
業
協
会
を

始
め
多
く
の
建
設
業
の
皆
さ
ま
が
た

の
速
や
か
な
対
応
、
ご
協
力
を
い
た

だ
く
と
と
も
に
何
と
か
土
地
改
良
施

設
突
発
補
助
事
業
で
の
緊
急
応
急
工

事
等
で
仮
復
旧
に
よ
る
通
水
が
可
能

と
な
り
、
８
月
31
日
の
通
水
期
間
ま

で
水
の
確
保
が
出
来
た
と
こ
ろ
で
あ

り
ま
す
。

　

米
の
作
柄
に
つ
い
て
は
や
や
良
と

い
う
こ
と
で
あ
り
、
組
合
員
の
皆
様

方
に
は
営
農
管
理
、
水
利
調
整
に
つ

き
ま
し
て
ご
配
慮
を
い
た
だ
き
ご
協

力
を
賜
り
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
北
海
道
農
業
は
積
雪
寒
冷

な
気
象
や
特
殊
土
壌
な
ど
厳
し
い
生

産
条
件
を
農
業
者
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力

北 竜 土 地 改 良 区
ほくりゅう

北竜土地改良区
理事長 深瀬 純一

と
土
地
改
良
の
積
み
重
ね
に
よ
り
克

服
し
地
域
経
済
、
社
会
を
支
え
る
基

幹
産
業
と
し
て
発
展
を
続
け
、
安
全

安
心
な
食
料
の
安
定
供
給
に
重
要
な

役
割
を
果
た
し
て
お
り
ま
す
。

　

近
年
、
国
際
化
の
進
展
、
農
業
者

の
高
齢
化
や
減
少
が
進
み
農
地
や
農

業
用
水
の
管
理
に
支
障
が
生
じ
て
い

る
ほ
か
、
資
材
価
格
と
電
力
料
金
の

高
騰
が
土
地
改
良
区
の
運
営
を
圧
迫

し
て
お
り
ま
す
。
日
々
農
業
情
勢
が

変
化
す
る
中
、
高
品
質
、
高
収
益
な

作
物
の
生
産
拡
大
を
行
う
に
は
農
業

地
域
の
基
盤
づ
く
り
が
必
要
で
あ
り
、

農
地
の
大
区
画
化
や
排
水
改
良
な
ど

の
農
地
整
備
を
始
め
農
業
水
利
施
設

等
の
機
能
を
安
定
的
整
備
、
保
全
す

る
な
ど
食
料
生
産
を
支
え
る
農
業
生

産
基
盤
整
備
を
維
持
し
計
画
的
な
推

進
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
昨
年
に
引
き
続
き
水
田
活

用
の
直
接
支
払
交
付
金
等
の
見
直
し

に
よ
り
、
食
料
自
給
率
の
向
上
に
よ

る
体
制
構
築
支
援
を
行
う
た
め
、
畑

地
化
支
援
、
定
着
促
進
支
援
、
畑
地

化
す
る
こ
と
に
よ
る
土
地
改
良
事
業

の
推
進
運
営
な
ど
地
域
農
業
に
と
っ

て
大
き
な
影
響
が
懸
念
さ
れ
る
こ
と

か
ら
慎
重
に
判
断
し
て
い
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

　

農
業
農
村
整
備
事
業
に
つ
い
て
は
、

国
の『
新
た
な
土
地
改
良
長
期
計
画
』

等
に
基
づ
き
農
業
の
成
長
産
業
化
や

農
業
農
村
地
域
の
強
靭
化
に
向
け
た

農
地
整
備
の
計
画
的
な
推
進
と
地
域

資
源
の
保
全
管
理
等
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
り
ま
す
。

　

令
和
６
年
度
事
業
実
施
す
る
に
あ

た
り
、
北
海
道
を
始
め
関
係
団
体
と

緊
密
な
連
携
を
図
り
地
域
の
意
向
が

反
映
さ
れ
る
農
業
農
村
整
備
事
業
等

の
推
進
に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、

特
段
の
ご
理
解
を
お
願
い
申
し
上
げ
、

令
和
６
年
が
最
良
の
年
に
な
り
ま
す

事
を
御
祈
念
申
し
上
げ
ご
挨
拶
と
致

し
ま
す
。

本年度予算を通常総会で可決
予算総額４６１，１２５千円
10アール当賦課金：甲地区８，１００円／乙地区６，４８０円

令
和
６
・
７
年
度
の
役
員
に
変
更
が

あ
り
ま
し
た
の
で
報
告
い
た
し
ま
す
。

会
　
長 

　
西
山 

孝
則 

（
碧
水
）

副
会
長 

　
藤
井 

啓
二 

（
西
川
）

副
会
長 

　
広
瀬 

一
真 

（
恵
竜
）

会
　
計 

　
西
野 

友
也 

（
三
谷
）

理
　
事 

　
渡
辺 

恵
一 

（
板
谷
）

理
　
事 

　
松
本 

浩
章 

（
古
作
）

理
　
事 

　
岩
本 

　
稔 

（
岩
村
）

理
　
事 

　
金
山 

和
幸 

（
和
）

監
　
事 

　
三
上 

公
昌 

（
美
葉
牛
）

監
　
事 

　
鈴
木 

僚
一 

（
渭
の
津
）

用
排
水
組
合

　
役
員
改
選
に
つ
い
て
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本年度の通常総会が去る３月２１日北竜町合同庁舎において開催され、新型コロナウイルス感染予防対策を鑑

みて対応させていただきました。議長に岩本稔氏、議事録記名人に松本浩章氏、金山和幸氏をそれぞれ選任し

て別掲のとおり全議案が可決されました。

令和６年度通常総会で収入支出予算などを可決令和６年度通常総会で収入支出予算などを可決

議案 件名 内容 結果

第１号
令和５度会計 収入支
出第４回補正予算に
ついて

既定補正予算額より６３，３０８千円を減額し、第４回補正予算額を６０２，９６０千
円とするもの。

原案
可決

第２号
令和６年度 事業計画
について

令和６年度 北竜土地改良事業計画について説明するもの。 同

第３号
令和６年度 北竜土地
改良区配水計画につ
いて

農業用の用水施設の管理を行うにあたり、利水規定を策定し配水計画を定めるもの。 同

第４号
北竜土地改良区 定款
の一部変更について

畑地化促進事業の発足に伴い、対象の農地の変更に対応するため定款の一部を変更す
るもの。 同

第５号
北竜土地改良区 会計
細則の一部変更につ
いて

畑地化促進事業の発足に伴い、会計細則の一部を変更するもの。 同

第６号
道営土地改良事業　
分担金の納入につい
て

同

第７号
令和６年度 農林漁業
資金借入について

土地改良事業費の一部を日本政策金融公庫より借入するもの。
　　　本年度借入額　　　８１，２５０千円 同

第８号

令和６年度 中心経営
体農地集積促進事業
（通年施行）の実施に
ついて

同

第９号
令和６年度 積立金の
会計繰入について

同

第10号

令和６年度 賦課金の
徴収率及び徴収額並
びに時期方法につい
て

令和６年度　賦課金の徴収率及び徴収額並びに時期方法について審議を求めるもの。
賦課基準日　５月１日
◇経常賦課金　　　　　　　　　　
　・維持管理　１０ａ当り　甲地区　　　 ８，１００円
 　　　　　　　　　　　 　乙地区（畑）　６，４８０円（甲地区の８０％）
                        　Ａ地区　　　 ８５０円

　※農業の継続発展のた為、当区管内行政における新規就農者誘致特別措置条例に
　　規定する新規就農認定を受けた組合員に対して申し出があった場合には、甲地
　　区に該当する経常賦課金の８０％の徴収とする。

　・維持管理（北竜南２地区、北竜南１地区）
　　（中心経営体農地集積促進事業）      １０ａ当り  甲地区　２７，４５０円
　　北竜南２地区、北竜南１地区　６１，０００円（４５％）　※２期分で徴収

　　徴収率　　第一期 ３０％　　　 第二期　７０％

　　徴収時期　第一期 納入通知 　６月１５日　  第一期 納入通知 　　７月３１日
　　　　　　　第二期 納入通知 　６月１５日　  第二期 納入通知   １１月１５日

　　徴収方法　組勘、普通預金、現金にて徴収する。

◇特別賦課金　地区ごとに事業費割、地積割で賦課する。
　　徴収時期　納入通知　６月１５日　　納入期限　１１月１５日
　　徴収方法　組勘、普通預金、現金にて徴収する。　

同

第11号
令和５年度 加入金の
徴収について

令和６年度中において、当区の地区に編入される土地に対しての加入金を徴収するもの。

　１０ａ当り　２０，０００円
　徴収期日　納入通知書に記載された期日とする。

同

次ページに続く

道営土地改良事業（渭の津２地区）に伴う分担金の納入について、北海道土地改
良事業分担金等徴収条例に基づき負担する。

道営土地改良事業（北竜南１地区）実施地区において、通年施行するにあたり補
助金を申請し、補助率５５％の補助を受けるもの

令和５年度会計に充当するため、積立金の一部を繰入するもの。

事業名 道営土地改良事業

地区名 渭の津２地区

負担予定額 道営事業費の５０％

納入期限 北海道が指定する期日とする

事業名(地区名) 道営土地改良事業(北竜南１)

補　助　率 事業費の５５％

積立金の種類 金　額 付　記

中心経営体農地集積
促進事業積立金繰入金

３２１千円 事業費充当の為
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議案 件名 内容 結果

第12号
令和６年度 決済金の
徴収について

令和６年度の決済金の徴収を、地区除外等処理規程第６条第１項及び第２項に基づき、
決済金の額、徴収の時期及びその方法を定めるもの。

　１０ａ当り　　甲地区　１０８，２００円
　　　　　　　  Ａ地区　　　　 ８５０円
　徴収期日　納入通知書に記載された期日とする。

原案
可決

第13号
令和６年度 畑地化協
力金の徴収について

令和６年度の畑地化協力金の徴収を、畑地化協力金徴収規程第６条に基づき、畑地化
協力金の額、徴収の時期及びその方法を定めるもの。

同

第14号
令和６年度 役員報酬
の決定について

理事、監事の役員の報酬については提出議案の定めるところにより決定するもの。 同

第15号
令和６年度 一時借入
金 借入先最高限度額
の決定について

運営並びに事業経理資金として、一時借入金、借入先、最高限度額内借入を決定するもの。
　　　きたそらち農業協同組合北竜支所　外２金融機関
　　　最高限度額　　　８０，０００千円

同

第16号
令和６年度 長期資金
借入について

運営並びに事業経理資金の一部をきたそらち農業協同組合より借入するもの。
　　　借入額　　　２０，０００千円 同

第17号
令和６年度会計 収入
支出予算について

令和６年度会計　予算額を４６１，１２５千円とするもの。 同

地区名 維持管理費差額
×

残耐用年数
×

畑地化協力金

乙地区 1,620円 15年 24,300円

徴収期日　納入通知書に記載された期日とする。

10a当り

《お知らせとお願い》						    
〇農業用水の利水にあたり、草刈、ごみ上げ、泥上げ等の通常の維持管理を従来通り行うよう改めてお願い致します。
　又、改良区施設の要望等については、改良区管理となっておりますので改良区に連絡を入れてください。
〇６月から８月中に年二回位用水路の草刈及び浚渫をお願いしたい。
〇上記の草刈及び浚渫は無論、小破修理においても組合員相互の連絡を密にし、用排水愛護に努めていただきたい。
〇台風、大雨、ゲリラ豪雨の天気予報時は事前に減水又は断水を行うことがあります。
〇天候が回復しても河川の増水及び濁水が原因で、取水が遅れる場合があります。
〇揚水機地区は濁水時、ポンプの故障の原因となるため、ある程度時間を置いて運転願います。
〇幹線草刈等の時に減水します。
〇沼田ダム、恵岱別ダムの雨量が少なく貯水量低下が著しい場合は、交替水となりますのでご協力お願いします。
〇交替水の場合、改良区役職員、用排水組合長、支線長で会議を行います。
〇落水日は8月31日です。落水日より早く落水したい地区は支線長を通してご連絡ください。

通水量 ㎥ /ｓ

組合 支線
5/1～ 5/10 5/11～5/25 5/26～6/30 7/1～ 7/10 7/11～8/31

徐々に水量 
を増やす 代掻期 普通期 深水期 普通期

美葉牛
沼の沢、上田川、三線川

0.23 0.45 0.28 0.41 0.28 
尻無川、五の沢川、四の沢川

岩村
三の沢川、岩村線第1、岩村線第2、四戸 0.14 0.37 0.24 0.31 0.22

一の沢川 0.09 0.16 0.10 0.14 0.10

碧水
八戸、高台 0.19 0.34 0.23 0.32 0.23

美葉牛、北竜幹線直下、碧水 0.33 0.53 0.36 0.49 0.36

古作
古作北 0.15 0.23 0.14 0.21 0.14
古作南 0.10 0.15 0.09 0.14 0.09

西川
西川線 0.06 0.10 0.06 0.09 0.06
小豆沢線 0.16 0.16 0.10 0.15 0.10

板谷
中の岱線、中の岱幹線 0.03 0.60 0.40 0.55 0.40
第 3支線北、第3支線南 0.48 0.76 0.51 0.69 0.51

和
和、和川端 0.38 0.61 0.39 0.56 0.39
培本社 0.13 0.21 0.13 0.19 0.13

三谷

19区 0.13 0.21 0.13 0.19 0.13
瑞穂 0.19 0.30 0.18 0.27 0.18
ペンケ 0.01 0.01 0.01 0.007 0.007

三谷上流、三谷下流 0.23 0.37 0.23 0.33 0.23

恵竜
恵岱別本線、石油沢、4号線

0.58 1.15 0.73 1.04 0.73 5号線、6号線、恵岱別線上流
恵岱別線下流

渭の津
1支線、2支線、3支線

0.49 0.96 0.60 0.87 0.60 
幹線中支線

令和５年度配水計画令和５年度配水計画
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届け出をお願いします！届け出をお願いします！

  子供たちを水難事故から守ろう！子供たちを水難事故から守ろう！

水路等にごみを捨てないで！水路等にごみを捨てないで！

組合員の資格に変更があった場合 農地を転用する場合

・組合員の死亡により、農地を相続した場合

・住所や組合員名を変更する場合

・農地の売買、贈与、交換等で名義変更があった場合

・農業者年金を受けるため経営移譲した場合

・農地を宅地等の農地以外に転用する場合

・農地が道路等の公共工事で買収された場合

　農業委員会、農協、役場で手続きを行っても、

　土地改良区に届け出がなければ台帳等の修正は行われませんので御注意ください。

　各種届出様式は土地改良区で準備しておりますので印鑑等を御持参の上、手続きをお願いします。

農地を転用する場合、決済金がかかります

●農地転用申請と決済金の納付がない限り、土地改良区の土地台帳から賦課面積を削除できませんので、

毎年そのまま賦課金がかかります。

●水田を宅地等に変更する場合、本土地改良区の意見書が必要ですが、交付されるまで現地調査等の事務

手続きに一週間前後の日数を頂きますので余裕を持って申請してください。

●公共道路の転用申請の場合、事業主体との説明会・用地買収・ 契約調印の際は、転用申請、転用決済

金等の問題も十分協議し、必ず土地改良区へ申請するようにお願いします。

　今年も通水時期に入り、用排水路に一斉に水が入り満

水状態になります。当区としても事故防止に万全を期

し、色々な啓蒙活動を展開しておりますが、町民の皆様

の御協力や注意が無ければ事故を防ぐことが出来ませ

ん。そこで保護者の皆様にお願いします。ダム、頭首工、

用排水路などの危険な場所には子供さん達を絶対に近

づけない様、事故防止啓発方宜しくお願いします。

　用水路等にビニール、汚物等｢ゴミ｣を投げ込まれま

すと、通水に支障をきたすだけでなく下流の方に大変

迷惑をかけると共にサイフォンの呑口でスクリーンに

集中しますと、水路があふれ農作物被害、あるいは崩

壊による災害の恐れもございますので、絶対に投げ込

まないよう御協力宜しくお願いします。
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令和６年度 北竜町職員人事機構
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診療所長　浦本幸彦
Ｎｏ．３０７

　

田
植
え
の
シ
ー
ズ
ン
で
す
ね
。

白
か
っ
た
世
界
も
緑
と
な
り
ま
す
。

僕
の
故
郷
の
九
州
と
比
べ
る
と
季

節
の
変
化
は
わ
か
り
や
す
い
で
す

ね
。
わ
か
り
や
す
い
と
言
え
ば
北

海
道
民
の
体
重
も
夏
と
冬
で
わ
か

り
や
す
く
変
化
し
ま
す
ね
。

な
ん
で
し
ょ
う
ね
、
夏
の
激
し
い

強
制
肉
体
労
働
が
健
康
的
に
体
を

引
き
締
め
る
と
申
し
ま
し
ょ
う
か
、

冬
の
熊
の
冬
眠
と
変
わ
ら
ぬ
生
活

ゆ
え
の
わ
が
ま
ま
な
ボ
デ
ィ
と
申

し
ま
し
ょ
う
か
。

　

診
察
室
で「
ど
う
す
る
の
さ
？
」

「
大
丈
夫
、
夏
に
も
ど
す
か
ら
」

の
毎
度
の
問
答
に
も
問
題
点
が
あ

り
ま
す
。
体
重
計
の
数
値
は
以
前

の
値
に
戻
す
こ
と
は
可
能
で
す
が

一
度
太
る
と
い
う
事
は
そ
れ
な
り

に
体
は
汚
れ
る
と
い
う
事
で
す
。

体
重
が
戻
れ
ば
健
康
も
元
通
り
か

と
思
い
が
ち
で
し
ょ
う
が
、
動
脈

硬
化
を
含
め
病
的
な
悪
影
響
を
多

少
な
り
と
も
受
け
る
事
は
否
め
ま

せ
ん
。
そ
れ
に
中
年
以
降
は
思
っ

た
ほ
ど
夏
に
体
重
が
戻
ら
な
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
基
礎
代
謝
の

低
下
や
活
動
量
の
低
下
な
ど
が
関

係
し
て
い
る
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

わ
か
っ
た
、
わ
か
り
ま
し
た
よ
。

食
事
量
の
管
理
を
行
え
ば
い
い
ん

で
し
ょ
？

そ
う
で
す
。
ダ
イ
エ
ッ
ト
で
す
。

「
ご
飯
を
少
し
少
な
目
に
し
て
、

お
か
ず
も
少
し
減
ら
す
よ
」

ズ
バ
リ
こ
の
作
戦
は
失
敗
し
ま
す
。

ダ
イ
エ
ッ
ト
を
甘
く
見
て
い
ま
す
。

食
事
量
が
少
な
く
な
っ
た
せ
い
で

空
腹
を
感
じ
る
機
会
が
増
え
る
で

し
ょ
う
。
食
事
を
減
ら
し
た
か
ら

少
し
は
間
食
し
て
も
エ
エ
じ
ゃ
ろ

と
悪
魔
の
囁
き
に
負
け
ま
す
。

間
食
は
減
ら
し
た
カ
ロ
リ
ー
よ
り

多
く
な
る
可
能
性
が
高
く
却
っ
て

体
重
増
加
に
な
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

「
じ
ゃ
ど
う
す
る
の
さ
？
食
事
量

減
ら
し
過
ぎ
て
栄
養
失
調
に
な
っ

た
ら
ど
う
す
る
の
さ
」
栄
養
失

調
？
そ
こ
ま
で
で
き
る
か
な
？

量
よ
り
バ
ラ
ン
ス
の
悪
さ
で
栄
養

障
害
を
起
こ
す
可
能
性
は
あ
る
で

し
ょ
う
が
。

　

こ
こ
で
私
の
個
人
的
な
考
え
で

す
が
現
代
栄
養
学
の
欠
陥
を
お
伝

え
し
た
い
と
思
い
ま
す
。
よ
く
成

人
男
性
は
一
日
に
二
千
何
百
キ
ロ

カ
ロ
リ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
が
必
要

だ
、
と
か
言
っ
て
い
ま
す
が
あ
く

ま
で
も
目
安
で
す
。
そ
し
て
個
人

個
人
の
体
は
そ
れ
ぞ
れ
で
す
。

ギ
ャ
ル
曽
根
ち
ゃ
ん
は
相
撲
取
り

顔
負
け
の
カ
ロ
リ
ー
摂
取
し
て
い

ま
す
が
相
撲
取
り
に
は
見
え
ま
せ

ん
。
経
口
摂
取
量
と
体
内
へ
の
吸

収
量
は
異
な
り
ま
す
。
ま
た
そ
れ

は
状
況
に
も
よ
る
と
思
い
ま
す
。

人
の
体
は
大
変
よ
く
出
来
て
い
ま

す
。
経
口
摂
取
量
が
少
な
い
時
は

体
内
へ
の
吸
収
量
を
増
や
し
て
生

存
本
能
を
働
か
す
で
し
ょ
う
。

　

だ
か
ら
少
し
経
口
摂
取
量
を
減

ら
し
た
ぐ
ら
い
で
は
体
内
へ
の
カ

ロ
リ
ー
摂
取
は
ほ
と
ん
ど
変
化
な

い
の
で
は
と
私
は
考
え
て
い
ま
す
。

　

じ
ゃ
あ
「
運
動
で
」
と
お
考
え

で
し
ょ
う
が
筋
肉
量
を
増
や
し
基

礎
代
謝
を
上
げ
る
は
可
能
で
す
が

体
重
を
減
少
さ
せ
る
程
の
消
費
カ

ロ
リ
ー
を
生
む
エ
ク
サ
サ
イ
ズ
は

プ
ロ
の
運
動
選
手
程
度
で
な
い
と

継
続
は
困
難
だ
と
思
い
ま
す
。

　

ダ
イ
エ
ッ
ト
は
や
は
り
経
口
摂

取
量
の
管
理
だ
と
思
い
ま
す
。

た
だ
し
「
カ
ラ
ダ
は
食
べ
た
も
の

で
作
ら
れ
る
」
内
容
は
重
要
で
す
。

い
え
特
別
な
食
品
が
あ
る
訳
で
は

な
い
で
す
。
コ
ツ
は
温
故
知
新
で

し
ょ
う
か
。

肥
満
は
現
代
病
だ
か
ら
で
す
。

北竜町立診療所

休診日のお知らせ
５月１５日（水）は午後１時３０分より、浦本先生が深川市において
介護認定審査会に出席のため、午後より休診となります。

え い が くよ う ぶ んい

栄養学異聞
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北竜町教育委員会

月 日 行　　事　　名 場　 所 時 間

16日（木）ひまわり大学入学式 公民館
大ホール 10:00～

26日（日）町長杯
パークゴルフ大会 パークゴルフ場  8:30～

31日（金）北竜中学校
陸上記録大会

北竜中学校
グラウンド

５月の生涯学習カレンダー

　

　

公民館・改善センター
図書館・郷土資料館の休館日

図書館・郷土資料館の開館時間

5月 6・13・20・27日（毎週月曜日）

火～土曜日9:00～18:00／日曜日9:00～17:00

令和５年度
北空知リーダー養成講習会を開催

　３月２７日～２８日の１泊２日の日程で、ネイパ

ル深川において、北空知の１市４町と雨竜町の中学

生と小学生を対象に「北空知リーダー養成講習会」

を開催しました。

　今回、北竜中学校から２名の生徒と真竜小学校か

ら５名の小学生が参加し、他市町の生徒と様々なプ

ログラムを通して交流を深めました。

真竜小学校新一年生に記念品を贈呈

　真竜小学校に入学する新入学生へ、平井和子さん

（碧水）、山田孝雄さん（和本町）より、ひまわりの

形に編み込まれたキーホルダーと賽銭箱型の名前入

り貯金箱２点が寄贈されました。

　記念品は４月８日の真竜小学校入学式当日に新しい

教科書と共に先生から新入学生に受け渡されました。

平井 和子 さん 作平井 和子 さん 作

山田 孝雄 さん 作山田 孝雄 さん 作

　　　

町ホームページ（右記ＱＲコード）
からご覧いただけます。

下記事業を予定しています。
町ホームページ（右記ＱＲコード）
にて詳細をご確認いただき、電話等
でお申し込み下さい。

【参加者を募集予定の事業】
　・春のフットパス…５／１１
　・陸上教室…５／１２
　・子どもと高齢者のふれあい事業…５／２５

※月頭に掲載されていない事業もありますので、
　随時ホームページをご確認ください。

小学校のホームページ（右記ＱＲ
コード）からご覧いただけます。
※中学校は現在調整中です。

■今後の主催事業について

■学校便り（小学校）について

■図書館便りについて

※印刷物でご覧になりたい方は教育委員会
 （℡：３４－２５５３）までご連絡ください。
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　空知中央バスが北竜・深川間で運行していた「北竜線」が令和６年３月末で廃止となったことに

伴い、近隣市町村へのアクセスのため北竜・妹背牛間で町営バス「北竜妹背牛線」を令和６年４月

より運行を開始しました。

　「北竜妹背牛線」は通常運行の「定時便」とご利用の際に電話予約が必要となる「予約便」の運行

があるため４月に全戸配布をしております「北竜妹背牛線のご利用案内」を参照の上ご利用ください。

【利用例】

町営バ町営バスス「北竜妹背牛線「北竜妹背牛線」」のの
運行開始について運行開始について

往路
碧水市街

発

町営バス「北竜妹背牛線」

妹背牛
乗り換え

空知中央バス「深滝線」

深川市立
病院前着

７：１５→７：３９
※上り第２便

定時運行のため予約不要
８：０１→８：１７

復路
深川市立
病院前発

空知中央バス「深滝線」

妹背牛
乗り換え

町営バス「北竜妹背牛線」

碧水市街
着１２：００→１２：１４

１２：３１→１２：５５
※下り第３便

予約運行のため要予約

往路 役場前発

町営バス「北竜妹背牛線」

妹背牛駅
乗り換え

ＪＲ上り

滝川駅着７：２２→７：４０
※上り第２便

予約運行のため要予約
７：４７→７：５８

復路 滝川駅発

ＪＲ下り

妹背牛駅
乗り換え

町営バス「北竜妹背牛線」

役場前着
１７：４１→１７：５３

１８：１０→１８：２７
※下り第４便

予約運行のため要予約

① 碧水市街から深川市立病院への通院（平日）

② 役場前から滝川駅まで（日祝）

■ 問 い 合 わ せ 先 ： 　役場企画振興課企画係　 ℡０１６４ー３４－７０２９

■「予約便」予約先  ：　和ハイヤー　　　　　　 ℡０１６４－３４ー２６５９

※町営バス「北竜妹背牛線」停留所およ
び、空知中央バス「深滝線」停留所は「わ
かち愛もせうし」前にあります。


